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鐵 線 泥 石 Chamosite, Thuringite, 
Aphrosiderite に 部 て リ 


pl ak GEE 


A K 
1. 序 = 4. Aphrosiderite (5 #2 47 Sk je) 
2. 鐵 線 泥 石 5. Manganiferous thuringite (#7 
3. Chamosite, thuringite, LU WR ar li — 7 5BR FE ) 
aphrosiderite 4 Hf (fi |ial a5 6. 結 = 
1 言 
FRASMIC IST, PLR TE L THLE AL E CKOMS LOR MS ITA 
Bo MB/ANVAKI-L? tua ic delessite & HED Bar, 木野 崎 吾 


ERE MP ie, OSE LE We CP SEB LAB IT DSH 


BAS et oy Ay lee rf, FEO HIT PR eee ALT SD RMR FIT aie を 


asks 


TD Bar, Lie fai aCe A vig IN BAK Fi, HRD EL FC PELE TS HER 
SAFE D BRE AC REE OF ev Wy PHB ATE NES. strigovite を 認め 
Bal7e. CTALILERRRIE TH IRICHS CO RICE ELV OTHS, DHHS 


1) WA 15 421 A 27, AAR eS He ic CUES & AR 

2) eal SLID YY D WE, He Oe gE, $7 (MAA 7 4B) p. 226. 

3) ACP IRE He LYS, NACESTI a HE AE (4) , SURE OR SE APE, HS 21 ZS, HS 1 GE, BYTE 
Wait Es (6), WME MES EE, HS 21 WS, 第 11 HR 
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ZCTHAD IE BEA 2 4 7 IARC OBER OS PT PIC aphrosiderite の 生 
BE EBD B av, FERS AG IN BL DE ei BR AS HEN , AGE OF SRI 
石 よ り 成 る 砂岩 を , HHO KUT ERR ic thuringite を 認め た 。 
AEF TERROR FIC IL CRB ite BAD FEL IT HES ““chamosite 層 " ASH 
FLAMTHZO%-OMOF-FEMENS, RICLAF ECORI BSS 
RASS AL, 富山 懸 立山 一 の 越 附 近 り に 夫 え 後述 の 如く 鐵 縮 泥 
石 の 産出 を 確認 し た 。 

SO bn < BURRVE Ta Ih ERIC FES RRIE a IT ORRIC BIE SB NAS, FLICKR 
泥 石 の みか なら ず , RHR ic (23. FHP A Ic lk griinerite や dannemorite 等 
OPPO AEST SBA LER ONTHS. MS AMI EBEIMICHR O, 
Bari MG NAL ais (CAFES S GAGE Ic dannemorite が 認め らち られ, 等 
8 Tp EEE BE TE @ nh DLE LL) OW ic dannemorite を 確 
gelw7e, THICK CRAKBRL CARY 

EEO co 
BwOA GHB CHL? CK O , AGES Be BS HAG BET AT O —BWRPE 
ICHESE SAL, SF ER 4 aes HN AE BE ITO IC HESE L 

43 STE BER ICHS THBD7e, TILETCHKRE CHS, 

Asbo tanbsy (green sandstone) KURA: (green tuff) の 性 
AROPEAN Te SFE D ROR H SL MILI]. Ke ARH IER IC 
75 beg HW RRVETE PD & Ste OCHS, 


1) HAC, HEA 4 a JI ERE BCS © Se EL CHT , Hh ERE, BS 46 Z (1939) 
p- es 

2) AURRE ADR BI 2a SOR RO AIc MC (HO), We Bae 46 A 
(1939) p. 600, (Hox) 4347 (1940) p. 138. 

3) AUREL DS . ins BSR 5B A ETE ROS, SET. SR PRE REC, He EERE, 9S 
47 %& (1940) BAB, 

a 須藤 俊男 , By WR v7 1 — D PLOYED BH Ha FEHR, Jib FL ME EE, BE 46 AE (1939). p. 
4 
5) BLES AE % DIC TAK LANA TE PRL DG BHR IC IGL FIR AES BBE Pe > MEE te 
ANGE HK © RUE G % SEKRIB AD —3D CHS , 

6) AEC, Nii BE DU DEL O SRE A, SG DRYERS, #3 19 @ (1938) p. 230. 
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2. 8 & RB 

HIT RAVE AE ce Ui VERIO F- FERREB OD be RMIT SIT 3 HMR E UTA 
じ , 又は 温泉 等 か ら ゃ も 生成 せら れ , — FCC PRR UST A eae BAL SHE i 
DIC AAVVYED ELVA HMI, HRA ER CASHEL RALTHSA 
と で ある 。( 但 し 一 つの 主 な る 例外 と し て , 無色 の ペン = ン が 認め られ て 
ゐる (Winchell))。 

© ORO WEY BE 5 IS ASL, 成分 も 比較 的 明瞭 た 統一 され , 光 
筆 了 的 性 寄 も 比較 的 確定 し て , (Ee or & CRITE & OBN RD Leica 
か に せら れ て ゐる orthochlorite と , 多く の 場合 それ 等 性 欺 の 比較 的 不明 
He 7 HAIN Tole AK Ath &e AL CHET B leptochlorite の 二 つ に 大 別 し 
得 ら れる 。 

一 般 に , ARC BRAT IT HSC VE A Pc IE Lk AN Te HE HEE LT 
産 す る 場合 多く , 純 化 が 困難 で ある こと と , 光 塁 的 性 質 と 化 夏 成分 と の 開 係 
DBE S “ETHIC WD AaWaSe, 及び 化 四 分 析 の 結果 る も 互 に 近似 し て , 統 一 が 取り 
SR at 


最近 まで は , Pld DEB rose LS << WHOA, デー タ と し て も 殆 ん 
ど 分 析 結 果 の み の 鶴 が ある が , 極 く 最 近 に は ベ X 線 方 面 の 研究 も 初め られ 
Tice 


分 本 結果 に つい て 見 る る も, 敷 個 の 獲 立 成分 の 存在 を 嘱 示 する 如く で あつ 
THRE LT So これ が 分 析 の 結果 か ら 見 た 分 類 が 多 敷 の 人 達 に 依り 試 
み ら れ た 所 以 で あり , 2 OMMATEBO Fh OMAR E b BOF MHIAT 
ある ろ 。 


1) CURRIE BIC RET OVEN 性質 と し て は 大 上 毅 鐵 分 が 多く な る に 従 つ て 屈折 率 高 
( , 重 屈折 低く , 叉 殆 ん ど 光 軸 角 は O° に 近く , 負 吐 結 品 が 大 多 シ 敷 を 占め , 多 色 性 が 比較 
的 著しく な る 。X 三 無名 一 淡 線 . マ =Z= RR, 酸 に は 分 解 し 易く , 直ちに 東 酸 を 遊 
離し て 分 解す る か , ゼ ラチ ナイ ズ す る こと と , 又 燈 け 易く 燈 け て 磁性 の ある 球 と な る こと 
LER AD GET VED WN Bla dr, AMICI TE BET ICES TB, Wie 5 BRE 
中 の 何 た に 近い か すら る も 断言 出 挫 な い 場 合 が 多い 。 
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W. J. Vernadsky, J. Jakob, A. N. Winchell) %¢-C, HANI MIME C. 
Doelter?), J. Orcel®) の 二 人 の 報 文 に 記 逃 せら れ て カ ゐる 。 
A.N. Winchell® は 光 息 的 人 性質 も 加味 し た 唯一 の デー タ を 示し , 淡 の 如 
き 獲 立 成分 を の 存在 を 推定 し て ゐる 。 
amesite (At), H,Mg,Al,SiO,: daphnite (Dn), H,Fe,’’Al,SiO, : 
croustedite (Cr), H,Fe,’’Fe,’’’SiO, : magnesiocroustedite (MgCr), 
H,Mg,Fe,’’’SiO,: kammererite (Kr), H,Mg,Cr,SiO, : antigorite 
(Ant), H,Mg;Si,O,: ferroantigorite (FeAnt), HyFe3Si,Qy. 
J. Orcel® 7 s=Si0,/R,0,, r=RO/R,O;: h=H,0/R,03, t==FeO7 
MgO, a =Fe20;/Al20。 で 分 類 を 行 は ん と し て ゐる 。 
最近 L. Pauling)” は 結 品 構造 の 方 面 か ら , Ree lk Pld) DAY, 
雲母 等 と 共に , SipO;—sheet を 主 骨 と する 構造 に 一 反する こと を 明らか 
ICL, 40 GH LY (CCS 
Ry—4(Si, Al),0,,(OH). 
と し 次 の 如く 分 類 し た 。 
a) Clinochlore family Rj (AlSi;)O,9(OH), 
4H Ry, =(Mg; Be”, Mn) (Al. Be™) 
b) Amesite family Riz {Alsi,)0 (OH), 
ML Rag’ = "(Mg; Fe™, Mn’), (Al; Fe’”)g 


1) A. N. Winchell, Am. Jour. Sci., XI (1926) pp. 238~300, XIII, (1928) pp. 
161~170. Am. Min., 21, No. 10 (1936) pp. 642~651. 

2) C. Doelter, Handbuch der Mineralchenie, II, 2, (1917) p. 652 BK RVC BIC, 
Cz Il, 3.(1921) p. 323. 

3) J. Orcel, Bull. Soc. Min. Fr., L. (1927) pp. 75 ~448. 

4) 前 掲 。 

5) J. Orcel, Bull. Soc, Min. Fr, L, (1927) pp. 75~448. 

6) L. Pauling, Proc, Nat, Acad. Sci., 16 (1910) p. 578. 

R. C. McMurchy, Zeits. Krist., 88 (1934) p. 420. SB IIT (1936) p. 156. 
7) C. K. Swartz, Am. Min., 22. No. 12; Part 1 (1937) p. 1167. 
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% H. Berman» (tit < HekOD ML dD, (Me. Fe")y_ (AL, Fe’”’\o, 
Si4—pO49(OH) o(n—2) -SH,O HSE Hl %e, Tort (AL Fe’) の 一 部 
は (Mg, Fe’) と 結合 し , 他 は Si を 置き 換 へ て ゐる も の で ある か ら 

[(Mg, Mi a (CAR eS OR COME O 
と ゃ 書く CLAHPRS, MNS L. Pauling の 式 を 同様 な る の で ある そそ 
nD OM RAT CE A NS ROT 
の s と は S=(4—p)/P な る 開 係 が ある 。 
US a) The chlorite group (n=6 な る る もの) 
(Mg, Fe)s—pAlepSis_pO,)(OH). 
b) The leptochlorite group 
(n<6 p が 常に (a) より る も 大 ) 
(Mg, Fe)n—p(Al-Fe’”’) 2pSi4_pO, 9(OH) 2(n—2)S HO 
と の leptochlorite group [£#eIE ANIC HST BEIT PEAR A MO — PEC 
あり , 上記 Orcel, Berman の 分 類 法 に 依る も 何等 統一 が 取れ て ゐ ね な い 
鐵 終 泥 石 は この leptochlorite の 犬 部 分 を 占め て ゐる も の で あつ て , 炊 
の 如き も の が 主 な る も の で ある 。 
chamosite*, thuringite*, aphrosiderite*, daphnite*, 
croustedite*, delessite*, diabautite*, strigovite, 
stilpnomelane*, prochlorite, ripidolite, epichlorite 


(* は 特に 分 析 値 る 比較 的 多い も の で ある )。 


s i a 
Aphrosiderite 7g 2:90 0.05 
Thuringite 1.66 3.02 0.36 
” | agi 0.46 | 3.25 
1.36 0.5 15.3 
1.62 0.4 4.9 
1) H. Berman, Am. Min., 22. No. 5 (1937) pp. 378~382. 
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こと の 中 最も 著しい 三 つ chamosite, a thuringite に 起き 最 
近 二 三 の デ ー タ の 追加 と 共に 多少 絶 括 的 取扱 ひ を 試み よう と 思ふ 。 既に 
pk~fein<, Orcel, Berman の 分 類 に 依る ろ る も % も と の 三 つ は 統一 的 に 分 類 せ 
られ て ゐ な な い が , Kidltt bN7e 4 O LITIVULHS - WROUM TCHS, 


第 aA 表 


n p | Mg/Fe”’ Al/Fe” 
Aphrosiderite 5,0. 1.55 2.34 3.75 | 
0 4 0.93 0.62 100 | 
Thuringite 5 1.5 0.32 DET | 
, 5 1.48 0.3 20 
4.8 oe 0.1 2.1 
4.75 1.64 0.07 1.74 
| » 4.67 1.6 0.67 17 
| » 4.5 L7 0.05 1.46 
| » 5 4.4 1:97 3.2 2 
| 4.37 1.58 Olas 1.85 


3. Chamosite, thuringite aphrosiderite の 分 析 値 の 園 示 

Chamosite は P. Berthierin が Switzerland の Chamoson Ci L fe 
LOAMME RLS, PME DIL Sir Glo AIC Kk 0 chamoisite, 
bavalite, baralite, berthierine 等 と 呼ば れ た も の は 何れ も chamosite 
と 同一 に 下 扱 は る べき 硫 物 で ある と と が 分 つた 。 古く か ら Ho(Fe,Meg)。 
Al,Si,O,3 (F. R. Zalinski), 9 SiO, 5 Al,O;. 16 FeO. 14 H,O (Orcel) の 

分 予 式 が 試み あら れ て ゐる が , 結 品 構造 の 方 面 か ら 見 た 一 つの 分 子 式 に 特 來 
は 書き 改め ら る べき も の で ある (以下 る 同様 で ある が 紹介 の 信 め 掲げ る )。 

Thuringite は A. Breihaupt が Thuringia の Saalfeld か ら 見 出し 
thuringite と 名 付け た の が 最初 で あり , 了 FI, Fes(Al, Fe) gSi,0,, % Sst ¥ Hid 
~7e, Owenite と 名 付け られ な た 線 泥 石 も thuringite と 同一 の も の と し て 
MY RMILSXe LOCH, F.R. Zalinski は 又 上 式 以 外 k H,,(Fe, 
Mg) (Al, Fe)sSig0u, H&K SHE AKAT HB, AR Orcel は 5 SiO。・3 (AL 
Fe),03-7(Fe, Mg)O-7H,O, 4SiO,-3(Fe, Al),03-5 (Mg, Fe)O- 6 H,O, 
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3 Si0,- 2 (Al, Fe),0;- 5 (Fe, Mg)O- 6H,0 の 三 つ の 式 を 掲げ ぱぴ ゐる 。3 
Aphrosiderite £L “Clk Hy Fe,(Al, Fe),Si,0,; (G. Websky), 9 SiO, 


5 Al,O3- 15 FeO- 14 SiO,(Orcel) 


第 FF 


% (Wt) 


40° 


35 


| 


ーー TT Thuringite 分 折 値 の 表示 


Se, ON Aphrosiderite 


» 


= Ghamosrte ” 


20 %(wt) 


4 


ae 


EOD LABS FILTH, 
fi lk Orcel, Hintze 2 ohne 
xk) $4 Le chamosite の 分 析 値 14 


個 , thuringite の 分 析 値 25 個 , aphro- 


sidesite の 分 析 値 20 個 を 求め , そ れれ 等 


x—ARA7e DLO SR wIC HSla x 
PERK L Peo 

印 ち 各 分 析 値 を その まい SiO,, Al,O; 
as A ICHMEIC TO at 比 の 敷 値 を 横 
線上 に 記入 し , Hifi % 毎 に 落ち る 記入 
Be MRO bLICKRL, THEO 
HSS & FA AN AIL} LEA IN YB dete 
HRD SUAS ARS, COMILEKEIE 
HO SiO,, ‘Al,O3------ 等 の 重量 比 の 
WHS, 夫々 何 % の 大 に 頻出 する る の 
ChZbhx—-ARA75LH, COU 
の 位置 か らし て , SOD IE 右 が 如何 
に 密接 な 開 係 に ある か を 示し , AE 
DPB EON fe wie KO, 最も 簡 
ICKL TISEOEMIEILS, 

BS 

1. Thuringite © SiO, (7HMeLR 
(SiO2)r の 如く 書く , 他 る も 之 に 進 ず る 。) 
は 2I 96~25 9%%6。 の 間 に あ り , そ の 内 に 


評 ろ の 山 が 生ずる 6。 庄 つ は 22#S61 附 
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VL, —- OI 237% 附近 で ある 3 
Chamosite の SiO, (Za LAR (SiO.)c ON HK, HH YE Zc MET 

る ) は 25% 附近 に 一 つの 山 を 形成 する 。 

Aphrosiderite の SiO。( と れ を 以後 (SiO。)# の 如く AEC, HS IC MEF) 
24% ~27% OMICL OM LBRTS, —Dlk 242 % ME, —O 
264% BIE, BBE LC (SiO2)r<(SiO,)a, (SiO,)r<(SiO,)c 

2. (Al,O.)r 4.15% BS 19% OMCLOM WERT. —Didt 16 

+ % 附近 , 一 つ は 172% BHECTH SZ, 

(ALbO』)c は 164% か ら 20% 位 の 筋 園 で あつ て , 172% 附近 に デ 
つの 山 が ある 。 


+ 


(Al,O3)a は 20% か ら 25% 附近 で あぁ つて, 213% 附近 に 山 が あり , 
飛ん で 232% 附近 に 小さ い 出 が ある 。 

EE NO A EA LO LO 

8. (Fe202)r は 10% か ら 18% Oic H bw Chua, 112%, 
15%, 172% 附近 に 低い 出 が ある 。 

(Fe205)a は 0%~7% に あり , 13%, 4%, 64% 附近 に 低い 山 が 

(Fe,Os)c lk 3 Y~7 % で 4 ま %, 64% の 三 ヶ 所 に 著しい 山 が ある 。 

全農 と じじ て (Fe,0,)r<(Fe,0s)a, (Fe,O3)r< (Fe,05)c 

4. (FeO)r は 27%~40% ECOMTC, EO Mickie SLU ewe 
れる も の は , 334%, 37% 附近 に 存する 。 

(FeO)a は 26% へ ~37 % 附近 に あり 特別 の 姜 し い 山 は な く 唯 30 ま % 
只 近 に 一 つの 比較 的 起伏 し た 所 が ある 

(FeO)c は 35 % へ ~45 % 附近 まで 一 様 に 分 布 し , 大 し た 息 伏 を 伴 な つて 
J TE, 

48 £ Lt (FeO)a<(FeO)c, (FeO)r<(FeO)c 

5. (MgO)r ik 0O%~7 % 附近 まで で , 14% BHSEICHC# LY yas 
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ある 。 (MgO)c は 同様 0% へ ~5% 附近 まで で , 14% 附近 に 著 ル い 山 が 
あり , 44% ICB LNT HL SDS 

(MgO)a (h¥L ¢ HOARE, 1%~20% ICME. TOMAL MK 
WAS 10% 附近 が 最も 著しい 。 

Arh & LC (MgO)a>(MgO)r, (MgO)a> (MgO)c 

6. (H,O)r 4 7%~13% fOMmiRIc SD, ARS 11% 附近 に 山 が る あ 
b, (H,O)a % 64%012% OFiBIcC HD, 103 % MSRICBL Vilas} 
D, (H,O)c Hk 10% WH 13% Mee, 114% 附近 に 山 が ある 8 

HBL LC HO DAIS RIETIIE AL BML ROCHE S, 

PFICKO SADE SNS, 

a. PSMICItARLCHARVD, —AL OZ} He HO AG SHO HLT 
は , 不 規則 で は な く , 各線 は SiO。, Al。0。,……MgO OAHE MICH, 大 
出 一 彼 に 集まる が 如き 排列 を 示す 。 これ は SiO, の 一 部 は Al20。 に 依り 
Al,O, の 一 部 は Feg0。 に 依り , Fe。0。 の 一 部 は FeO に Kk 依 9 り , 又 FeO の 
一 部 は MgO に 依り 0, 夫々 相互 に 差 千 づ ぃ か 置き 換 は り 得 る も の で ある こと 
と を 示 じ て ゐる 。i 乏 まで の 知識 に 於 て も こと の 事項 は 支持 じじ 得 る % ゃ の 
ZILA 

b. H,O MAIL =RIEHE BAKELBMEAMEM, MEIC TC OS ODEEIE 
石 の な で な く , 一 般 に 鐵 終 泥 石 に 於 て は HL,O OADM te b BME Ie ¢ se 
性 を 有 有 し て ゐる 様 に 思 は れる 。 即 ち 結 品 水 の 終 泥 石 中 に 於 け る 機能 に 何 
人 千 か 特殊 性 を 有する も の で は な いか と も 思 は れる 。 次 に いで ALO, の 含有 
量 に 一 定性 を 認め る 。 

c. Al2O。, SiO。, MgO, H20 が 何れ も その 密集 庶 印 ち 山 が 明らか に 表 

a Re Oe OO 
と は 鐵 元 素 が 最も 移動 の 其 だ し いい 元素 で ある 色 め と 思 は れる 。 

LN BRIT TC ORRIE TIO US ERIPO Zod, 天然 に 於 ける 風化 作用 , 
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JH SAME), LIKE IME IG TIL BIC HALT So EF OBE BAC IL, 
WH [ct (ans Kelas BAER IC LA A ICH ET 4 OTH VAAN OB 
{LI PEA E SiO。, Al20。, MgO, H,O ose {Ek btEIC Fe,O; > FeO 
っ Fe,0, OBMEX AL, RICH O Tie Fe 分 が 一 部 分 解析 出し (Fe203 
tok LEE E LC), 運搬 し 去ら れる が 如き 絡 化 を 示し て ゐ な る も の で ある 。 
LOW L CRAM HICSS Si DE DEKE HO 
て ゐる 所 は , 直ちに Fe,0;/FeO の 比 の なみ が 周 JED OMG + BROT 
DB, MOTD HS Pie VD ED UE STB SLL FE Ds DBP AES 

ARS Oi FEIL IL ICP TREE IC HEC Fe,0,/FeO の thm BASEL ¢ BE 
WBZ LOL MItHS. (OT Fe.0;/FeO の 比 又 は それ に 類する 比 
を 以 て 線 泥 石 の 分 類 の 基本 敷 の 一 つと に する と と は 非常 な 人 危 際 を 示す も の 
で ある 。 

d. Z SiO。, Al20。, MgO 等 の 比較 的 密集 し て ゐる 山 の 明 瞭 な 所 に 於 
て , thuringite, aphrosiderite 7 Old Lee I HA BE 7% TO [LAS HART 
ゐる の に 反し, chamosite は 一 つの 出し か 出來 で ね な いこ と る も 注意 すべ 
2H CHS. 

4. Aphrosiderite ( 弓 張 串 鐵 出産) 

THUNB AS KARE AIC b Bikes LUE a BOA PIU CHS. Me 
山 , WSC & AARC A EY IC es JO Th PERE BASH CHS 
DS, BASIC HED SOKO VA CHL BILE RL TCH STEREBICM 
BAL CIS, WABICRORL << ASV (CEICHA+IM BR) KE 
LAR & FED AGM DG RRLO RR IE FIC HEIEL T 2 SOB EICHS < © 
Z ORIEL ATO HEE fs BK © Wn< © aphrosiderite に 属 せ し め ら れ 
Bo 

5. Manganiferous thuringite (富山 雅 立 山 一 の 越 産 ) 

fa LUM WEL. — 2D BBR BY Reet EC GRE i, SPR, RE TT, aR 

Wi, ヘー スチ ング 質 角 関 石 , 草 長石 , eG LPO CHE ORE & PET 3 


#2 111 研 RR, a a 本 91(11) 


第 S R 


== 


Ret addi Manganilerous Thuringite 
(3 BES) sd thuringite manganifere 
(fy HINA 7 Lt —  j8&)|__ (Colorado) 
SiO, 23.13%, 22.24%, 24.34% | 
Al.0。 24.78 17.05 16.46 | 
Fe,O3 9.84 13.38 12.04 | 
FeO 24.74 26.26 28.89 
MnO — 5.42 Dis | 
CaO 0.35 tr = 
MgO 6.41 4.10 5.41 | 
H,O(+) 9.48 10.05 9.19 | 
H,O(—) 0.92 _ 0.98 0.35 | 
at 99.65 99.48 99.80 | 
s 1.26 1.47 7 | 
a 0.26 | 0.50 0.46 
f 2.16 | 3.59 | 3.25 
p 77, | 1.62 = 
n 4.7 | Sa = 
(AEG Or) 


cL LEECH L 7, 

外人 本 の 結果 は Mn を 含ん だ thuringite に 局 せ し め ら れる (PB 
ろ 表 )。 印 ち manganiferous thuringite と も 呼ぶ べき も の で あつ て , これ 
に 相 営 する も の は E.S. Larsen 及び G. Steiger に 依り 記 戴 され (1917), 
Orcel に 依り thuringite manganifere と 呼 は れ て な る も の が 一 つ あ る ろ る 
ee 

n は 鐵 終 泥 石 の 成分 中 thuringite, croustedite 等 の 中 に は 屋 々 検出 

し 得 ら れ , 又 chalcodite3), strigovite*), prochlorite-clinochlore® 等 の 中 
に も Mn を 含む も の が 知ら れ て ゐる 。 し か し 最高 8% を 越え ず , 多く 
は Fe” の 一 部 き 換 へ て な ね る も の と 考 へ られ る 。 


1) ANI, ANNE vir LL) — 2 BRM IE > wes ENR, Sb EL WE aE, 43 46 Ze (1939) p. 490. 
2) E.S. Larsen and G. Steiger, Journ. Wash. Acad. Sci., 7, (1917), 16. 
J. Orcel Bit p. 337. 
3) J. Orcel 前 掲 p. 401. 
4) Websky. Zeit, d. deuts. Geol. Ges., 25 (1873) pp. 388~393. 
5) J. Orcel 前 掲 p. 373. 
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ZO PEIE ATE ECAR RY LD BRAN. OCHZ BILE Nee: 
状 よ り も 明らか で ある が , それ が 石英 と 共に , LILRRIE HO BOREAS, 一 見 
三角 板 状 又は 犬 牙 状 の 如き 形 を な し て なる の で , 古く か ら 問 題 詞 られ 
た 。 し か し 精査 すれ ば 5 EONS ah A ICED he Fi Fe 
FROIN CHOOT, LEMEO (MIL 0.1 FELL FO RHE RVEHO BAU TC 
HOT, COKIN T Hil CZ BOT EDWG DC H OD , Hh oO 
Raihk BBC MR, HS (VOW AICHE BVO GR 
CHK DO APREL eB ht S, BAUYRICRC COMO BAAS OU 
WO XO BAT HC MBE IT EO T A BID Bq 

LE ORI GILT HEIR) の 分 析 が ある が Fe”, Fe の 分 析 が 分 


FCHANTHE ST, BMC MET HO, その 他 の 結果 に 於 て も 多少 異 
つた を 凌 果 と な つた こと を 附 言 する 。 
6. 結 | 


線 泥 石 は 一 部 に 於 て 著しく 鐵 分 を 多量 に 含み (Si0,=20%~30 % Fe 
=35 %~40%) 所 調 鐵 終 泥 石 (iron-chlorite, Eisenchlorite, Orcel は 
prochlorites ferrenes に 属す る ) を 形成 し , 鐵 確 右 中 に 産出 革 ろ し い 。 

BRRIE FIL Z ECO PIA MUERARICKS & RH BB LT, PEAR 
TBO Bo siet tz BED WE tC  S, (J. Orcel, Berman の 分 類 も この 
SURRIE FICE TIL ANS & MILI 0) 

FEA LIED SE HP Lee HE & HH cake 3 ~chamosite, thuringite, aph- 
rosiderite D=OICHES, ZF COS APR IC HET MEENIRIROEL, その 
{RICA SOM MEM AI =OME LV F-¥ —EMbMLA, 

WE DIC TFG & WO Fe (WS TE ENCE < RGB PRT 

Bet 

本 褒 を まとめ な た 後に 最新 刊 の Mineralogical Magazine jc F. A. Hal- 

limond の 報 文 を 入手 し た (F. A. Hallimond, Min. Mag., 25 (1939) 


Dil 


1) T. Wada, Beitrage zur Mineralogie von Japan, No. 5 (1915) p. 269. 
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No. 167. 441), Daphnite と chamosite 2 ici} & #@L, WNP > fl AS IC HE 
き 考 へ , LE BURIED IE TIC MARR X PRD RG oF — MOIR 
FIP LEONI S & te COS, 

(RE GTA EI, 8 a Bk AC ) 


Ties FE ha BAS OSE RS O 6 BBB (111) 


see: 自在 丸 Pde RB 


Id 化 2 的 性 & 
AWN O KE EBAIKATIT OE T FT O7e S (Eb BESS Hp AE & GAP EME be 
の 順序 に 列 入 すれ ば 第 捨 四 表 の 如 し 。 


と の 表 に よれ ば 終 色 角 成 岩 は 球 酸 約 40 乃至 50% の 臨 某 性 岩石 に 局 
L, Sais Hist Ray alge No. hes を 除け ば , その SA PIE OP Ae ZB 
FAITHS CT HAW 1b Boy Bea ese a ee 


AR ICIS THER SSS HILO RGU ar kb AW Aric Bbc HOW) 
OweBE7E L ¢ WEL Y. WSR aA RO SPI CU AIC 
Bt HOW #55 % £9 Be Huei OLY, PURI AIC BS TItdY エ % 
CREEPS RAVER IT EIT Bt IT FE LR 1 OF REA, GRIT AAS 
WATER KBE LICLZLORD, 

炊 に 注意 すべ き 事 は Fe20。 ASokibkiy 4 No. 16 を 除き 一 般 に は 角 
関 岩 相 に 至り 其 量 を 増加 すし こと な り 。 城 越山 * PEAE No. 2t 又は No. 
16 (CPPS LU , REE LER AICS CLR FE HEL LIA IC 
We APA OD, Th BUKIAROiic k Oc FeO の 一 部 Fe。0。 となり 
Leh eweL 4 mic, No. 16 Ich TIL ZS OU (LAME LE LU CHR 


1) Bens 9: fg es STL TRESYODICL THEE ODO {LBB ICI TH 
fuse ys 2 Kir VESRLORYV, 
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HNIC HEED, LC FeO ORRMC it HICK ET BODES SF fAbaic 

EST REDS LOICL CHEMAO EAE DL No. 1 (c), No. 1(b) 

cig aaa rs ae ZA KO MEA b ELE bLEMILS S No. 42 に 

ic Fe。0。 OR Aik Zk SIRO RIE ICIEY BORSNL. HOT 
第 拾 四 #® (1) 


ek aS ta P (EBB aS 
1 2 he 5 saat To leh 
No. 34 | No. 16 ee 24 | No. 20 | No. 37 | No. 48 | No. 41 |™ 38(2) 

SiO; 41.37 | 39.78 | 46.54 | 45.69 | 47.17 | 47.88 | 49.63 | 47.45 
OR 14.57 | 16.58 | 14.83 | 20.46 | 15.10 | 12.17 | 14.16 | 14.89 
FeO, 414° (580) 75S.) Sz ese tree 5.80 5.14 
FeO 8.95 | 4.77 | 4.94 | 5:39 | 6.64 | 10.48 7.52 | 621 
MgO g.01, | 632 | (5.80 4) (7.66. | 654 BE TAZ t FAS 
CaO 9,62° 113.71 | 1118 10.50 144.325 | 96 WOR tess 
Na,O 2.08 (1872) 225 es 545 AO aes ao 2.76 3.03 
K,O 0.15 “0.16 7° 1.05.1) 651 050° O16") O18 0.33 


FO 1 4.905] 224 |-°4.0k, | v.10 41. 800s 9247) ih 0.378 be OS 


H,O(—)j| 0.44 0.30 0.34 0.26 0.18 0.28 0.10 0.30 
TiO, 1.04 2.20) feos 0.85 2.03 2.96 1.83 1.60 
P50; — — = — = = == = 
CO; 3.26 1.19 | none — O17 0.94 a ars 
Ig. loss = | — = | ae 
Total | 99.23 100.20 | 99.80 99.73 |100.73 99.65 |100.31 [100.80 
mol % 
(Al, Fe”’),O.| 25.11 33.43 | 31.84 32.84 | 28.48 23.68 26.88 | 25.47 
(Fe”,Mg)O | 48.29 31.87 | 35.32 39.35 39.91 48.51 43.47 | 39.06 
CaO 26.60 34.70 | 32.84 27.81 $1.61 27.81 29.65 35.47 
(Al ,Fe’”’’)2031) | 25.88 34.76 SPA T/T 33.38 29.64 ORS AT MLS) |) SX ASS 
(Fe’,Mg)O | 49.77 Soule | 36.29 40.00 | 41.53 S177 45.06 40.27 
CAO) 24.35 32.10 | 31.00 26.62 28.83 22.97 SHANTI | 33.48 


1 HERBARN ARS OR ere 5 ARNAIRSIOR 線 色 片岩 


2 4 HE SR RELL & HE ” 6 7 Fi Br FAS —itk ft 
S$) Sr ” ” ” Cael Mea ae, Nat 
4 ” lig iis aah EW. ” 8 yn KIM RSLO HE (4 

1) TiOy BAIL AT AO BS LAME TZHKMSS CaO の 量 を 控除 そる 場 
含 の 分 子 百 分 率 な り 。 
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| 9 10 1] 12 13 14 15 

| No. 1(c)|No. 70(a) INo. 1(b)| No. 41 | No. 42 | No. 16(fit)| No. 38(1) 
SiO, 50.25 | 47.85 | 45.90 | 48.45 | 47.87 | 46.62 | 41.80 
Al,O, 16.99 11.39 15.34 | 20.51 16.92 | 16.92 15.49 
Fe,0, 7.14 5.02 7.24 By rey 9.48 1.74 8.70 
FeO 6.10 8.42 7.56 4.04 4.81 O22 7.39 
MgO 3.92 6.96 6.83 4.36 4.64 5.74 8.79 
CaO 9.46 13.24 12.14 11.53 8.58 14.46 5.50 
Na,O S15 1.29 2.83 BS 3.79 1.54 3.03 
K,0O 0.49 0.34 0.68 0.45 0.88 0.49 1.39 


H,O(+)| 0.68 | 0.84 | 0.60 | 0.69 | 0.81 | 0,84 | 4.15 
OS 0:22 | 0.75 10.14) | 018 | 0.20 | 0.44 | 046 


TiO, 1.46 2.43 1.83 7, 1.62 | 1.49 2.36 
P,O; ーー 0.79 -— — -— — — 
OB — tr = — — — 7 
Ig. loss — 0.81 — — — — — 


Total 100.46 |100.13 |101.09 |100.12 | 99.60 | 99.50 |100.13 


mo -% 


,|(ALFe’”),O,| 37.41 | 21.34 | 28.34 | 38.74 | 40.04 | 25.00 | 32.86 
(Fe’,Mg)O | 32.45 | 43.43 | 40.26 | 27.32 | 32.56 | 38.42 | 51.52 
CaO 30.14 | 35.23 | 31.40 | 33.94 | 27.40 | 36.58 | 15.62 
(ALFe’”),03)) | 38.64 | 22.31 | 29.24 | 39.80 | 41.67 | 25.73 | 34.39 
(Fe’,Mg)O | 33.52 | 45.40 | 41.53 | 28.06 | 33.89 | 39.54 | 53.92 
CaO 27.84 | 32.29 | 29.23 | 32.14 | 24.44 | 34.73 | 11.60 


9 REBAR HH FAIA 13 REGABA IO 角 関 岩 


10 類 屋 郡 篠栗 町 米 2 出 ” 14 n ZAP GRO HT 7 
11 系 島 郡 今津 村 村 子 獄 の 東 7 15 ov = FC iAP SE ” 
12 » = Jbl Ay EES, ” 
SEPTRNWIC HSC HEIL RO KORE > り Litas th, 2 OXEIR ICE CHT 


次 H,O(+) ERO CRI RO RR, PIC RRIE TAO et © LL TIRIT HA 
PUT e RS Bb, ICP ATOTEA RO TE thr TEA IC SUN FS BORO 
ROB Se OC, FAN GIAO RR IC REL ELORm DO, Biche oft 
Bape 4p Al,O;, Fe.0;, FeO, MgO, CaO ic & ct (Al, Fe’”),05, (Mg, 


1) TiO。 AHEGAMHB AOR SLB IL CTHICKSS CaO の 量 を 控除 せる 
BeOPFATEIE Vo 
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Fe")O 及び CaO の 分 子 百分率 を 算出 そば, HORSE EG 2 (APSA PTE Raat L 
(ZAP TE hed FIC PEUE Lik | HET B No. 1(c), No. 41 及び No. 42 は 他 に 
比 し 生 (Al, er O; LERICZB DY. 

然 れ ども か る 多少 の 相違 を 除け ば , EIT AA, FPS 
U fi SEH OR lt tO BELT ZR IC TC Kise BEETS ¢ , WEE I — SHE 
DPALBRAOAA EO K DY, EB SRTITI TAGS BEIE BES HE 

CHET ETA ED SDR ES I AAC BSL, BC PQ BS a 1c BPE 
LOE GMS BX 6, HEOT ZEIS A  RID PE (isochemical toh es を 
構成 する も の と 見 ちる ベ べし 。 
le T@*EBSKSEKKCHTSBARVUAOZE 

TODS HR ASEM AT IRC RR ATIC EL 6 PEE AE SATIS, WTA K 
7 S fq (belastungsdruck) RV TAFLYORZBAMICHR LE 
せ ざ る べし 。 さ れ ど 再 結 品 作 INO RR ISTO 7 EO RICE T SLO 
に 非 ず し て , HAAR CLC PEE SFC REE AHO CHMOD SF 
PUFRIC DD. BENE AHL DEBE INE Re GT ARE ET, MOET 
起 石 (AA), We Lk bm DTM RE ELS bh UL HO d 
HEERHEICIET SROKA FD, HEAL AAAS PEO he Sc Ih 
EL TIF HPEO IL & RE EL LILES Do 

BRAILE BIRR EI EOD BPE NI Ke S ROR Be BED PL HIE 
ALE A UE, SI 0 BB SES SEHD T Te SHE Ihara ALL CRE IH 
MINCHSE VAT HUMES A. HkBLIEIC Ht B No. 34 及び 久原 
村 新 建 附近 No. 52 (A) 等 が 塊 欺 を な し て 初期 の 匂 質 過程 に ある が 如 し 。 

末 の 如く 継 色 片岩 の 再 結 品 作 用 は 少く も 積 誠 の 影 絡 を 必要 と する % も の 
に て , 造 岩 喧 物 は 酸 床 を 受け , PERO WK AE ET LO ( 例 へ ば 一 
部 の 線 泥 石 及び 終 磁 石 ) を 除け ば , AEE OKS CHAT (PINE GK 
OR). WET HEISE IC CT HF PEERS L BG GRICE HPL & 
EZ POICBSNL, MALIK LE AS SHIGE VEIN OME LA ATER, 


| 
| 
| 
| 
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[BU TBR OD Rk IAS TD AS £5 PIR ESE RCE GS Phe DST 
AITAL St 424 ICSI S LSS, SWE DIA LIRA BORA 
に は , BEAK TT AT AH ICIEL & PHBE IS Z G8 WE EIR SIC 
elas 

SRBC rE RR at No. 16 (2D CTs DROS GL ZES 
RCAF SPIRIT PEG AE BSP IC IR RIE 41 EWR eS HANI ART 
ee LIL Bo IE RUE CAL EMR IC FEE A ZS RL SERT:, DHA IOS 

KALE OA AS UK HE URICIEAT SEARED, WM SKHAIC Loo 
は 寧ろ 稀 に し て , REEL Ar Id BO HS Be SED TEP SY, Lic HUM 
FIT THEIT TS SIC IEP EE BS ~ 6 FON —#k (8 ADE @ BRS ICE 
Welk FSAINL, UBS B&F eA AE ted 4 HB Se OT AE SAL 
た る も の に し て , PH ASABE RIT BR 7 FEROS AE IL aC oe Hee S FE i 22 I 
Fe] (GBA) (LIBS AT kD ED, WK IMIRIC AE D LARP ET ERLE Had 
BDLTEY, BCR AIC STOMA EBETS LORD, fA 
REIT ATL ADT NEB FRO PED HIT OK OBUEIT IST PA ar & Rk 
Sr ert AHR IC BEL SALLI, PASE CEMA. EN SK 
A AER NLA HB WREST SROCT, HCL & PANE Ie 
AVEELOAFEFEITIROE OH SBMLY, MAA S74 RIL AIRC HA 
DB PAPAMCM ELL HIS LOA ESLSNL. KREME EN 
関 岩 No. 1 (a), No. r(b) 及び No.1 (c) は この 好例 な り 。 AW No. r(b) 
Re POR (La 電気 石 角 関 岩 の 項 参照 ) に 属し 相 営 高き 兆 度 (575°C 
前 後 ) に あり し を 示せ り 。 

As Sse ic GR Mae SK AIA HE ier, WEBCT, BANE, SO a, POPU BERS 


PD) Ae. en and. E. C. Ghan, Dioritic intrusive rocks and contact 
metamorphism in the Cascade Range in Oregon. Am. Jour. Sci, vol, 31. No. 


186. pp. 421~449. 
2) A. Brammall and H. F. Harwood, The temperature-range of formation 
for tourmaline, rutile, brookite and anatase in the Dartmoor granite, Min. Mag. 


vol. 21, p. 205 (1927). 
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At, Dae GC Ci hb AER SHBCHMAL OME ae Ob, 2 Rae 
MED ISD 7 BS BOVAEOEEAIES ( (ASSES AD PIC YS THTFILN, 
TUR EA OBS Fy Pk BEIc HS REL Pe UL GORY, され ど そ の 次 達 も 
— TBE FE iki Ar * FEO THRICE B 7c SHAN OVBic LSEO 如 し 。 

Fs ABACUS ICS SAE har & PGP ATO Held hb BUIRD ZYO 
ハー に し て , FAN ld POR OE EL ZICIBO CHAS A REAL 
Jy SA — HPPA Fe DO, TLC ULMBSPIC IE VRE 2 HEIR OE A 
(CHO 6D MSE aS ICN VEE HMALOAERBE TLC, HAR 
FRB IC SAE LUKE DT A © 0 BI A EET 7B LH EOE 

IR ABEET PE & RE DIS RNY PEE AES PRCA I ERE 
YEH ar No. 38 (1) 及び No. 39 ICbHH GS, BS No. 39 A 
ARERR AE LEE A UL LORBA DS, RIE 石化 作用 の 結 
IRS RIE PGR as (11I.a KE GBI © BA) Ice b, TERE 
KAO ISB{EL An 分 子 減 少 そ り (BS DUBIM), dp ¢ OBS iO KER 
石化 作用 , RESO RIE TICES ER at ARO TL AG SNA 
HOKOEMICESRORD, 

BRICTERRS S 8 HBC PR IC EE OS ERC ORE, Watt 
VE RR ELBE AT BJT 7 CEC GD Be ED BRAS FE Tiel HBB KIC BOK AIR 
vires ad iinet Hn Sn? > ant 
TAL Boa IC Etat BALL fA PY ait EL MUR Leb CHEE 
用 其 だ し く 進 み 居 れ Do BENE We TEL 2 PREBES UE IC A PMID BE 
如 し (第 九 園 参 照 )。 

CO HEEL BAB L CIES ST LAM Sowa SHLD he B 
Jy Whit 0 ERISA 2 © FO OBS IL HEL CED ICH SRE TS 
こと な り (DOA), FAP 47ds MMIC L CULEOWA SC 
TARO UTS. 2 BME ACE L PILES Bb, MICHWOMB Lemp 
OMI RMP Aric BBY AS SNL (IVD weer 岩 の 鳴 湯 系 角 関 岩 に 奥 
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SLVR OWANE). BILAN 13 GP HET SZ FeO が その 一 
TRIE BRUT FeO, Le SZITEES Sd, 
DELRAY ORY yas DHT Ht~ eB, TERE 


SILER SE PAs LHL OIC SHAS HS.3%OICIEF LT, と これ ら 
と 接する FAD Fi TAI OD BEES IT WOE ATED Die acai HES ES a 
津村 産 No. 25 1h 4 Eat RU RERCE IC ARES 2 BIT SHARIR DONT, 


SLA teed er (PSS IC Be Hae SL AR ERE ene (LPEZEL & BRET E 
We Be 0 FAD IT EE DO  TEAL Kar Hk EO ECA OTIC kD UREA 
ROBE LC PPENMRIE, BN raiites Mic LC 多量 の 控 FE LAL BOK 
ERE LP ES, LILO IGA IC ED CEO VBC LMIED る 
示す も の な り 。 

Il PWRRESKAOKAVER 


AAS bape h ESE Fe SBLTA hah PT RABE D Lie te, Fh, JE, pe 
SHED BEN (hes BE PT PERE GE Te SIEMER OD, PR SICHPUILYFL 


% BEC ICME CH ibe x BOA b PHO CHAR L SBD D 。 
ABER AD 4 WES Ua FHS ABE EY REO Bh ASU IC AL DNS SEMA 
ETB OMAR AD IEBE Vo HEA ICH AO BEE (CHD OD, 
—(ESUHIT HS CSE Te DDE WAL Here EO RURLIT SC ese Te SH ee 
(CBAC TS SUT, MILA IC HS C 5 Te SEH Ae kD RHIC USC eae 

Oe nell aR a 場合 な り 。 前 者 は KK A OBE EH, 後者 は 水 
OE KBOAL, MSGR MH ORBEA Ih HIT 
分 子 を 減少 すろ る 方向 を 辿り , 後者 は An 分 子 を 増加 する 方 向 を 辿る を 
wey, AAic MEA N. L. Bowen) の 寅 験 に より て 明 腔 な る 如く 
An 分 子 と Ab 分 子 と の 連 貫 系 の 混 品 (Roozeboom type 1)% な す も の 
に て 其 間 答 劇 の 成分 上 の 締 化 な き を 以 て 終 色 和 成 岩 の 成 因 考 究 の 基礎 と 


タタ で 


する を 得る な り 。 本 地域 に 於 て は 前 者 の 開 係 は 叶 淵 系 角 関 岩 に 鍵 ひ 得 ベ 


1) N. L. Bowen, Melting phenomena of the plagioclase feldspars. Am. Jour. 
Sci. (4), vol. 35, p. 583. (1913). 
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€ BA (ERE RRR LEK a IC BIOS Lo 
Il.a #kf&E3848 (Green schist facies) 

ii RATE > HEAL YB 7 a ke ee IC SE Sa RR A RHEL TT EO Be 
PEWDREDOIKEEIC HOD CHIROPEF LAST. MK AT SHV, Mls 
Wi ATIC UE HARKER CI — ER, Len TR et Sih tA 
raat BREEDER LAPEFSZEOGHD. WMI BETS 

PIED tGoh kVEZIOSH VD, MILAM Me SUE yc Gis TF 
RR a ae 
Melt t OFA KL AIL — LK) MAM OREYL LOS), 
に その 進展 せる も の は AN AEOMIINHRSLOH)., ML CLE 
温 に は 和 制 然 た る 証 割 を 和 遇 へ 難く , BLU BR GS ZL PR RS IC OL SRS 
Mis (HME TS SLOL GMS SNL, ERSTE HRA, eR 
Ay, REVEAL, 陽 起 石 又 は NS ea 
WS, Rs FOR, BRAK As, AAG, EB MO TREE IE HIRD BED 
1 BMMMStLon se 


Beata alc LU eOmee Mic, 曹長 石 は 概ね 各 岩 石 に 含 
ENEORBEMICL, 多く は その 量 HMA a 多量 に し て , 


HIE ROW, Seen ee felt Be CLE PRE 
AtRIEH KE DE AZRO, LAKH CHER ERG LORZLoO 
Do RABE OAL At & REE KOML, 


1 RIE RR 

2. tit H—tRAB—BERA 

3. te ABI A—BRLG 

4. MLB HABE 
5. kit FR—-BiRX BBR A 


ZED EDC EF 2 ARE TALL JD PS DETR 
SHIM A ERR No. 16 LPRE A CRUE TH & RRMA ED TED, HE 
TEAM EM OME TTC FPO A TNE HASTE 2D APE 538 VIB Tit 0 
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耐 し て と \ に 現 出 する 陽 起 石 は 岩石 全農 に 含ま れず し て 審 ろ 線 泥 石 の 不 
SEM tin PCR OD, THK VANIER RAM ZEEE IC HS て 
ILELLCRIERE DER LIEZKOI TE OER EMILE, Hee 
CAD, MICKA HIT LAKS YO CAO を 有する も の と 推 知 さる べく , 
EDA GILRIE BO WR RY に 徴 し て も 明か な り 。 即ち 陽 起 石 は その 初 
WICH TL MFT LORIN GEL IEF OREVEHWICE D CAPS LMEN 
ざる を 知る べし 。 SHE BPA ENIMER FT Ze ILI RAO LE KIC he oe 
の CaO EBT SZ EIATIE RY HRI ICIS SAD GP. HALE 
BPRKOBAMCHISS SMM DO, BS AR It その 初期 品 用 の 母 品 
72 SRRIET DIL IC ETRE tc LEI L CUA KF SBOICL T, RRS iz 
REDS ERY LAICIBWMT SICZSANL. BR ADSHIE AH LIRA 
DEK SS SICPEL Titi O Al,O, ILMEREE GB SZXL, HALE O— if 
(tae Hc EST SBE LILA SU WEAK ヒ に , 他 の 一 部 は 更に 陽 起 石 の 
成分 と な り 陽 起 石 の 屈折 放 を 向上 せ し む る 有 所 な り 。 終 泥 石 一 終 冬 石 一 陽 
起 石 一 曹長 右 な る 組合 せ を 有する 城 越山 々 工 産 No. 21, No. 24, No. 27 
ANAS AGORSORIEEE No. 33 同 本 谷 の 東北 産 No. 50 (A), No. 55 (A) 
及び 同 別 所 産 No. 49, No. 4 (A) は 匠 る 段階 に ある も の な る べし 。 然 
る に 線 泥 石 と 終 租 石 が 全部 陽 起 右 と 曹長 石 に 終 化 する は 原 岩 が 特種 の 化 
阜 成分 を 有する 場合 に の み 限 らち られ, 本 地域 の 多く の 頃 成 岩 は 陽 起 石 又は 振 
“EBB AEE LRG RIE RIE TE PETES Ti LT No. 16 の 如 
ZISE RIL LRG EV in BIE, 曹長 石 及び 陽 起 石 の 再 結 品 に 要 せ 
ら る いい 量 より る ゃ 過量 の 終 泥 石 叉 は 終 鎌 石 を 有する を 常 と す 。 新 る 場合 
は 貢 質 作用 の 結果 終 泥 石 又は 終 熊 石 が 最後 の 段階 に 残存 する は 営 然 に し 
て , 久 原村 別記 産 No. 46 KO ABURSBHIEFE No. 30 (CLES. B 
に 同 所 No. 34 [kB O MA, ORE ERIE H £ YD Te S BAL 


1) ARKH, MELO WEI (BOL) Fw ME, BS 7 A858 6 HE, p. 226 (1K 
li 7 4B) 6 
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GE TAE BE AH BITE O MIME Z Z & LIL ASME IC BS 
pues CLO CWO. MLC RET ICIS i CHU) OPE ABI 

thar No. 34 Dae UMER OD GI AT & OIC TC, 陽 起 石 一 継 泥 
ahesteaa ie ate fA PEM OBEFICH TBE 
ぽ 得 べ さ を 示す LORD, 

iil CLEA OBL HRD ALE BT ARE aD YD, AS 
組合 せ の 岩石 は 比較 AY KO BEPC ICH IE Bo 例 へ ば 久原 村 新 建 産 
No. 56 (A) 及び No. 60 (A) 並び に 同和 柳原 産 No. 81 (A) 及び No. 85 (A) 

CLEA, MICHRT NSM YT DEORE ODOT, 紅 
TERE LA HNS ERT BE OY, 

HE Yt No. 20 [KEG DAR GLO DR ORIETS E 0 Te 0 Hid TH 
WORMED CORD, AAI ERR TLS ESNE COMFAE 
4S BIS FS, CO PEE te SULA APE IC FEO HE ee ak Ft 
ee ees oe es an 

RD ICR Blk, 本 岩 種 の 一 般 的 終 質 過程 と 異な る 所 な ろ が 如 し 。 

上 記 の 如く 本 地域 の 線 色 片 岩 相 は 之 等 の 観 宏 事 冥 より 和 制 断 すろ 時 炊 の 

ACK BULIS6 4 \ SRO A ae EO BRANT ZAIORANL, 

a iRG—RRG—BEB 

b iE A—#RIE B 

c IER — RIK B—Be A 
MLS FOBT RE Ris LeKoMms LORD, 


HiT GRRE RUE RR VL RUE RR BR 


= 
Se | 
~ 


| 
y 


$4 RRC hei Ie 
} 


ee Ty hpi 4 — BB 


ENS a, b 及び <c =f 1 (LOST MER IC HST PRE VE RET 
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Fi Na 11 — EP HH SEL LC RRM 1 Big BY TIC 
BALT % ee PES eI 
BE As Te 

eet nnn HHO % DICLEF Sic Eskola! (49 4243—#eie 
Ai IRE Ts, HOLE ICES LCS RCGIT EMO LAB BATE Do 
Tilley®) IRA i— 4) 27 — 7K, LH BS) Ie 
Ai ETA EA (VT RIT) 相 を 類別 し , Turner は 更に 陽 
起 石 一 終 泥 石 一 終 鐘 石 一 曹長 石 相 の 存在 する と と を 活 べ た り 。 西 CHIE 
Ai — #4 A BO RUE Fa Cael 44 Ik HEL TC Eskola O#pfa)i 
AHH TB %OIC CIE IAAT (isogradic rocks) 7b. Fe MIC hs 
CIS ERE TARR LE Te % LE SPAS IA RE a), HK 
FRILRRIE RE) A Te BS HHGE L ETE AIP 4 
—H GSMA eh EPA Ai RIE Ta EMER, 

HACC BES PTO mise scale PUSeB MA) より みれ ば , KURI HS SBE 
AiO ICMIME EISELE ORE EME (SIO, の 含有 量 ) に 影 絡 せ ら る いと と 大 

SICH FS, ABER ORHEHOMMPAILY FLY SiO。 の 含有 量 

eens He TAVILAR AD WK & AIC TS 


1) P. Eskola, The mineral facies of metamorphic rocks, Norsk. Geol. Tidsskr. 
6. pp. 143 ~194 (1920). 

2) C.E. Tilley, The facies classification of metamorphic rocks, Geol. Mag. vol. 
LXI. 前 出 。 

3) K. Sugi, On the metamorphic facies of the Misaka Series in the vicinity of 
Nakagawa, Prov., Sagami, Jap. Jour. Geol. Geogr., vol. 9. No. 1~2, pp. 80~142 


(1931). 
4) F. J. Turner, Contribution to the interpretation of mee facies in the 


metamorphic rocks, Am. Jour. Sci:, vol. 29. pp. 409~421 (1935). 
5) J. Suzuki, Petrological study of the crystalline schist system of Shikoku, 
Japan, Jour. Facul. Sci. Hokkaido, Imp. Univ. Series 4, vol. 1, No. i. p. 40 


(1930). 
6) K. Sugi, A preliminary study on the metamorphic rocks of Southern 


Abukuma Plateau. 前 出 p. 119 (1935). 
7) J. Suzuki, Petrological study of the crystalline schist system of Shikoku, 


Japan, 前 出 p. 47 (1930). 
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PERAK HET Le SE PL HE EEC PE LE 
& を 時 する と と な く 路 区 同一 系 統 の 岩石 より 療 成せ られ し も の と 看 働 す 


ETN (Eo AS Ot OFA SE IEEE L CEO ICE 
ろ る もの! 如 し 。 今 此 等 議 岩 の 化 四 成分 中 (Al,Fe"”)。0』, (Fe’Mg)O, CaO 


第 捨 五 画 り 
X LF,03 


6—e M が 
ee ie 
ri Bod rt) " 
/ e368 / \ 
70(a) NA 


- Vo 
Y (Ferd) Ac (cat) 


(Al,Fe”’) ,O,— (Fe’”,Mg)O—CaO [al] 
岩石 成分 中 の TiO, Z#eRkuEPFL.OLBMMEL 
ZKESFS CaO の 量 を 控除 せる 場合 


を 分 子 百 分 牽 に 換算 し 三角 座標 に 投 賠 すれ ば 第 捨 五 園 り を 得 べ し 。 終 色 庁 
府 は 相 営 量 の リュ ー ュ コク シッ ン を 含む も , 本 碗 物 は 元 來 本 相 に 於 て は 主要 造 
岩礁 物 の 如 質 過程 上 開 係 少 き が 如き を 以 て , TiO, OSA HIS RICHAE 


) 前 金 綿 SO ELS HR BBE EGE © tee IK SSS ely BRR aL & & , fel flit £3 
ML? OAD EA RAE IC Ot BE VO CMR ESS, 


#2 125 UF 究 ay 交 = atm 


WRITS LOLMEL CLINT S C20 ORE RM L, BHO CaO 445 
ML DBRS D, AY XW TT (ORB Lat) OMT, Via 
アン チ ゴ ズラ イト の 構成 分 子 , Z は 方 解 石 の 構成 分 子 , An IRE HORER 
TT, F ARE, Ac apie, C は 継 泥 右 の 構成 分 子 を 示す 
ae A 
する も の 最大 屈折 牽 も r.6035 より 1.624 [cM Y (第 捨 八 岡 参 照 )。 
POSUERE At No. 16 ESE FICE TUE TL LCR EG 2 KEG 
JD 7S ASHLIT, BRIE AI D(C EIR} EK OIL BLRZS E LAY OIL ang 
aM を 結ぶ EM 線 の 延長 と XY 線 と の 交 り C を以て 未 さ る さ し 。 


* £ FH R 
SF EF D FGA UEP RE 
TS BS D FFG BARS 
Le XC ee BERA—RILA—RRA 
ie eee Oo aey Vea 0, | gee WRA-RILA—BIRA 
SREY ACE. fe ee BRAT YF 774 >—BLG 
CV BEING ein RIG—TvYFaW74 >—Bivag 
eS Ce ee HEA—-Bit 6—@R 
Sie OO  Wo ey am Ae. HEA—BiLA—HIRA 
I an ey eee a ... RRB-BeS—HRA 
OE CS BES Ae ee iB — BREA IRR 
OF C= Yr en Bet RUA—T VF UDF 4 p—Aiiha 
YG eed ees eee I B—Bita— AeA 
TTS YS AC Re TYFAA4 b—RRA—-BILA 
1D Ee Act a ne ee HRA-BLA 
LAME SS AER ine esl it BH — RR 
AS CL we ey on I-AA HG 
PSEC SPA aed, Won oa RIBERA 
RR ES ee, SO ee PIRG—T vy FTF > 
iy agh he Niagra aia ee Awa 
今 上 記 No. 16 OXRIET OILERS C ELL CASHEL O PELL OKIE RO 
EAS ah sa Wn REEVE OAL Ak Oe GE す 
27M or ye (eqeilibrium field) を 設定 する を 得 べ し 。 そ の 碗 物 組 合 


PBR AT BML 
SICA KOBE EBLE P BGR EO He BRIE, MEE HT HED DEEL > 
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ar fe CRO IEP FET S% Olt I, 2; 5, 8, 10 RU 13 の 六 種 な り 。 
ICAU ORI TITIES ALD BE AL ee DH OC AAG AC 
{32 = MOM WML e XY PEN OUERICHEO TAS SH & Bi FILS 
DBE L DAME BALLADS, Wk GOW A DEE CS eap IC SEE 
CH Lai fo ial (ie Be) XD wer S LTE ER 
BiIcHTHTFAL. ) 
2 MpBetoRe 
a @iRE-BRE-BRA } 
CTR WE RIk X—C—E (3 ABI) © = FOS FIA 
ICCB RS ABT SDS TE iso SPE ROBGRORMHAETICLT, 
AGH AVE UNEIC COPIERS, WEES CUE MISS 
Aa ORE OS HE RANE IIT ED THERES AFC HBR OICT, 本 編 に 論ずる 
GAPE OB NOMER & (LHROWRIC LTC, 本 作用 より は 初期 の 
LORY, WS CORMOMSH (INSEL L CHRIE HL RRA OW AE 
Hick 0 CHERL, その 結果 陽 起 石 と (ALFe’’),0, を 生じ (ALFe’”).0, 
は 曹長 石 及 び 陽 起 石 の 成分 に 費 消 さる ヽ ぃ も の な り 。 唯 終 泥 石 は 前 記 の 如 
く Cal EAB ASHI ALT IME IC IL FT L DIR AO VEIN を 要 せ ず 
LC, THE SYR EEL EAL, JENEEIE 石 の 結晶 内 に 極め て 微量 
の 陽 起 石 が 終 其 結 品 を な し て 存する 所 以 な り 。 
"(RRUE7G) + (RIE) > ( 章 長 石 ) + ( 陽 起 石 ) 

な る ろ る 反 應 に 於 て 岩石 化 看 成 分 が 宛 も XーAc 線上 に ある 時 は 線 泥 石 と 線 
PE GIL 4s < BEET LC Re ERE ALPS SE, と の 地域 に は 基 る 成分 の 
岩石 は な く , 前 の 二 者 は 全部 後 の 二 者 に な り 得 る 量 よ りゃ も 過量 の 終 謙 石 を 
有 せ り 。 療 質 過 人 避 は 征 異 な る も 阿 赴 隈 高原 産 角 関 石 一 葛 長 石 凡 岩 や が 有 ル そ 
と の X—Ac 線 に 近く 存する と と は 興味 深き と と な り 。 


1) K. Sugi, A preliminary study on the metamorphic rocks’ of Southern 
Abukuma Plateau. pit} p. 122 (1930). 
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At AIC pAS X—N—E (N は E—C Hee K—Ac 線 の 次 り ) 内 
CH SIRF DG ISR Te a IL RRIE IT EG Lit IC TET SDS WIC, REVE ASAI 
BLGRES AL 7c BEY HEA Ba TIC HRAES. IGT 8 ICE 
ieee FiO AF SIRE Oo Hic HAAS X—C—N 内 に ある 時 
ay & bei L CRE Bal t1— Where SALE AEF ALY cH 
b OUWRILEIE © RR ASE LC その 一 又は 二 者 が 消費 LIES Nie 
PLAT AY EID & ML TF SHES STIR Sb, IT BAR REC Ee S SP 
Pri BS ClLRRIE A, RRA, BRO Pe RE FEIT TFFEL, TN ICRRIE 
RK Re 14 Bp i BS A Ts. Bt ET RL, 
AVES AVEARSCO AE No. 34 (LBRO HRA, RIE TORRE XD Ip 
DT (la, 1. SEAR GTO KO GIWRBIR) 営 然 X—C—E 内 
BN BG Sb, C—Ac—E Wicttean 0, 2H ao 5 HA 
{FT SHICLT, CO, の 草 よ り 方 解 石 に 要 せ ら る !、 CaO Oe TILT 
改 を 控除 せる 成分 (IAA HO OE) は 明か に X AB X—C 
SN WICH Ue 
ASAT lk BEET PED WC ES CARAS ERIE TE VEIL That & RT 
MEE, CORD IE Ic RIE EVEN L Ch Ht (ALFe’”),0; を 
AEF, SR SIC PAIS RRIE TICS LC Die 3 EI ROH Lik S a, 
QHRRVE TA ERE IC LE LP i Se DOK CUTE LES IVT, LLIC RET 
石 一 陽 起 石 一 曹長 石 な る 組合 せ , LIT OMIT HS TIA RIVET RR 
Bee gS ie SHAE AEF SLORY, 
b fiRB RB 
< 岩 相 は CE $h RIC AIO (CEI & GT SIG AIC LY FS Ape 
tz Vo EE EE LUBA VEIC HEE BALL OA, UBD? IC LEO 


1) No. 38(1) な X—C— N wichae meet LEIS HT SKI Be TS eWT 
本 論 中 より 除外 す べき な りう り 。 


2) J. Suzuki, Petrological study of the crystalline schist system of Shikoku, 
Japan. 前 出 p. 47 (1930). 
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IW Wee By COUP RRIL TH 2 REMC HLIEIC PENN L-C WAST 2 WIRE 
を 生ずる こと と a の 場合 に 同じ く , 鏡 下 に 極め て 微量 の 陽 起 石 及び 曹長 石 の 
pee (¢TZckCOMALBETSZ LOR), MLCKAO (Ea 
MN LD E KAMaet C RASMICTET Z2EPBRPICL D CHM Ae 
CHAE OME RL AL N—E 線上 に ある 時 は 
(RIE) + (RRR) > (曹長 石 ) + ( 陽 起 石 ) 

DIMEIC DS T IESIBR LES BS LRRIE FIC LT, RRO “ER IER 
AEB BRM OM ATED TALICKRL CCN ICH SUFI 
AICO LE Sa, RIE Hi HBT OM GE LES~XL, ZN 
a sagan nai le 

Pil AIC BELED, BS AR BRET ARE ICES Tb VE KER 
eee rine 8D Chri HR IE ABR SRR 
石 一 曹長 右 の 組合 せ を 生 ず べ き な り 。 今 回 行 は れ た る 分 析 中 に は 前 者 の 
種類 を 散見 せ ざ りき 。 

c @EE-BRA-BRA 

ASHE TD ORR EIT Ik 大 部 分 C—E—Ac skit C—E—Z Wic Zo(es 
PERE, THEO RA AS I fil ie SHRM oe Lb BME BNL 
ePUBIE LN & 0 BE EO Ht IS EE DIC DBE LL ~ EIT HELE Ba 
LOA, TALIC LE SPEIER LIRA IE WIE SER IC TS RIC TEL, RIE 
AOR ZICKO CH RALBE BANS, RGD RISE 
BRIE ICKE OORS CLR MML SHML, MGS Cuntitie SKLEO K 
に 多量 の 陽 起 石 生 成 さ れ し か の 訟 明 を 求め ん と す 。No. 16 LW Obey 
MERIC BD CRRIE A LRRD SHIT (HOD HE APE D EMEA IC 
F BASINS , Ser DSBS BAU THAT EP SOLIDE AD DZ 
\ 所 りな り 。 REG < AH OFGBSS OYE 1b IRKEIE TG LRT OILITC EY 


1) F. J. Turner, Contribution to the interpretation of mineral facies in the 
metamorphic rocks, Am. Jour, Sci. vol. 29. pp. 409~421 (1935). 
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の 方 解 石 を 有 せ し も ゃ の な らん 。 碁 れ 化 四 成 分 の 大 部 分 が E—C—Z 内 に 
存在 する と と より る も 推 察 さる ヽ ぃ 所 な り 。 MBM AIT ALE CY 
Bey & HEA ICBHLTZLORD). 

RSC HHA LT SPE IC EAE BRT SIGE RMIT ZA 
HV, HESICH MIRRIE 1 t A LOPEINIC ED CHR LR 
BF LESS 所 の ee & KELL DICT, Arar HO Wy ay Ik C—E—Z— 
Ac の 分 野内 に 於 て EAc 線 の 左 倒 (GS FN BNA) (CAPE Dg AL ALT fe 
有 移 づつ 消費 し 堪 さ る ぃ を 意味 する も の に LT, TOUAMMALAS Ih ee 
AiR FR RRIF RE A  Ae FICE TNS Lo HILAIRE 
か る 作用 に 平行 し て 新た に EE LEED TOWEL O RR REG & FE 
LARA KU HERE ERPS) ROR AIIAIC L CRE EDI R TA 
bo LABRET SLM AAS HTC HM) ae Be PE FL CI IC HEE 
BO: PARE Ag IC BEET SISTRSNL, TEAUAS A HO BEE AS X—C—Ac—Z 
の 分 野中 , ベーAc 線 の 右側 に 存する より 明暗 な る べし 。 

CRUE AR ERR ZERIT & GIR OPE INIT & CEES BALL (AL, 
Fe’”’).03 は その 一 部 分 陽 起 石 の 成分 と な り , MOBO IS RRIE OBE 
中 に 韻 存 し て (ALFe"")。0。 の 含有 量 を 増加 する も の ト 如 し 。 陽 起 石 及び 
eI TGILSELE (EN OUEREIC 伴 ひ 瀬 炎 を の 屈折 率 の 値 を 増す も の に し て 其 
原因 は 調 ち らく 匠 る (AL, Fe")。0。 43 OFS MIC HSNRL (第 捨 八 園 及び 
Ila,4 Ble), 

LICHEN Lit (bE etaepes E—N—Ac の 分 野内 に 存する 場合 な る も , 他 
の C—Ac—N 内 又は Ac—N 線上 の 成分 に つき て る ゃ 同様 に 訟 明 せ ら る ベベ 
Le ME C—N—Ac 内 の 化 看 成分 を 有する 誠 石 存する 時 は 優 令 方 解 石 存 す 
る る ゃ も 続 質 過 程 の 進行 に 性 ひ て 完全 に 消失 する を 以 て , 他 OT & [etic te 


ーー 


混 石 一 終 冬 石 一 陽 起 石 一 曹長 右 な る 組合 せ は 通過 する る も 最終 段階 に 於 て 


1) F. J. Turner, op. cit (i y(SE (1) 参照 ) 
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第 拾 一 拾 € a 
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BLE G—RIC GB BUTS th ME 
RS $8 [1 Fa BT SE hl 


KERR a A, 
&AESE PU CRIA 
HAW ik SA 
を 生 ず べ し 。 本 地域 尼 は 
未だ と の 種 の 岩石 を 弱 見 
Fo 
8 皇 要 造 岩 春物 の 光 晃 的 
EB OMiE 

hE at HERES SE 
SES Pn dS 1, BRIE, bes 
起 石 (EA HEA) ICE 
& We L7e Sie AINA 
(SS BAE MOF GS DURBIN) 
Ck) CRA—RIER 
び 長 石 一 陽 起 石 (覆土 陽 
起 右 ) DATARS 曲線 を 書 
IE Ba NE ROR 
彫 の 如 し 。 

fH ILE Oh te 
1.536 JI 1.538 の 間 に 
MEANCRMET BOAT T 
曹長 石 の 範 園 に 止ま る 
% , YELM RL RR 
は 黄 し くそ の 値 を 異 に し 
AC ERAIPEPT & IRAE LB 
Lb ANE MRED, 
か く 草 長石 は 僅か に 其 
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成分 を 送 化 する の みな る を 以 て , KEHNA OM CEES AL 2 Hc SEES 

we S NDF, と の 上 征 的 に CIE RR IE Fi LIE BE GE HE ro て は 用 ふ べ ベ べき を 

BORL, 7 AAPM n it BEE IEE IC Me CD Cais AIC OLN PRE & BE 
第 6 N GB 


Ag 


1.67 
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46e 


© @ 30(A) 
SAA) Ze 31(A) 


164 


163 TOL 162 163 


ee i a 
YE Be G— RIE A RIT th MEF] W は Wiseman に よる 
れ ば な り 。 今 終 色 片岩 に 属す る 多く の 岩石 を みる に , PPLE OUED LY 
DILBRIE A BAER AD IATA & Hee 0. SES at BSBA O I 
HAs ORRIE TH OE ARO BREAST MEIC LC MTD Ya 1F BAER % 


BR MK B 


本 112(32) 


= 


(cn) 


拾 九 


第 


OCI WY 


ee 


by 


ae fh — FAA) 8 ADTs Th pe 


i 


#8 133 研 究 RR 文 本 118(33) 


示せ を せり 。 こ の 曲線 に よれ ば 山 者 中 終 泥 石 を 以 て 匂 質 過程 の 基準 於 物 と な 

す を 適 営 と 知る べし 。 印 ち 本 岩 に 於 て は 毅 質 作用 の 進展 に KEO, KEIE GU 

A COMPAS を 増し 1.605 より 1.616 (CHHY, P-L BNE GILL 

AWBPTABIC USC BUTE Le BETA ¢ H REVE ATO WAP AS 1.616 を 過ぎ 

Tike ZH Ike mer). APY HOM TAS 1.672 以上 に 潤 SAUL RRIE THI 
; 第 RH £# 


X 


角 関 石 族 の (Al,Fe”’’),0,—(Fe”,Mg)O—CaO ial 
ASC HAIL ALS. HES IC RRUE LRT A EL PENS Cha Ee 1 LILLE 
と な り (Al, Fe)。0。 を 遊 苑 する も ゃ その 一 部 は Na,O LF INL CHG 
を 作る ろ る 外 , 他 の 一 部 は 終 泥 石 自身 中 に 王 存 する ろ も の 如 し (FSPUAABINA), 


Wiseman の 測定 せる 角 関 石 一 継 泥 石 の 屈折 放 曲 線 り (第 六 賠 ) を みる 


1) J. D. H. Wiseman, The Central and South-West Highland epidiorites, a 
study in progressive metamorphism, Q. J.G.S, vol. 90. p. 364 (1934). 
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(C, APITI@ RETAILS ATEERO BUR & IZ SG 曲線 の 走向 は 類似 する を 
以 て 参考 の た め と ヽ に 引用 せ り 。 但 し Wiseman の 屈折 率 は B の 値 な 
り 。 
4 陽 起 石 の 進化 過程 

SPY ATW IL BEET (ETN OMEN IC FRO. Rk C6 HY HT A Ose BIBLE RE IC 
BW SIRE MEDAL VD WKS ME TO Pe S YE AGEL a EE THE 
Ca EE eae 
OPED AG ASHE IT AIT EST {Oh CBT ZPeADAEF, TOF 
We DICED FORTE REG LO RR ES ICR RUA AO lk 
BRS 24M (A NRBI) LD Le wad 三角 座標 に 投 賠 すれ ば 第 直上 
HEIN 

ZAC EMER ROWE ECORAICR CH CHB tHE bin 

も X ik 20% WEICLT Z th 23% YE 29% HICH Y, BS CaO 
> EBR IL BERR > FE he WIGS 28.6% IchH CE. HW. MHL CHE 
Ay kD PEER ALY & RET FABIA ICE SB ICHODLLEIC TRANS (Al, 
Fe sO Bee (AL, PE On/ (Fe Mg)O (aha 8 se mre. Fett it 
ROR EIT Hy TE DS BEET (SED CHER & te IC POP 
LRASBICI (Al, Fe’’),0, OMAKUSINE BT ZEARTLOCtTeoH 
dau, icpeeho nee eee ne 
EIT HS THEE TH & GE LIO FLMC £ D CAFS YEA EWE, REIL TT EERE 
AiO AY IVE FIC BS THB aL, IAPR SAIC BSCE REVETIIL SG © 
CUE BALL EIA THES L CRRA OZR IC & CAE L(AL Fe’”),0, 


1) BLAS WPT & L CIS AS << PAD RTA LL CISA AHL CERIO 
HAST as & aS ICS LOHR RAT ARM BOL VS ARMED CIPS HL 
20, ROCA & AN A th HA Ali Lk BIE ORAM ICMP BOM ICMR S 
Sih. eae os a ee 

TOAMRR SAK LHS EXH LL CORMBE VFHEGRAKCBRLe<s% 

EVA C, ARITA ATES & MUI L Cid % OMBIc ME CHE} (Aluminous act- 
inolite) OAREHOSEMERLTAL, 
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CLD, 更に 角 関 een OR DSI Ftp OK 
OCA S (Al Vex On ue hs LORD, MS Kee Ay & RIAL. 
第 RK SS 園 


ーー 


0 W'a4) 


*0°(24 AY) 


168 


1.67 


1.66 


(Al, Fe)s 03 
(Fe,Mg) 0 
(AU, Fe), 0; 


1.65 


SOE Gea Wi 


=n i 
oo =r N Ss =) WO ex 
So con) can) <— に =) SS < SoS Ss 


(Al. Fe’’”’) sO, 
(Fe,”Mg) O 


RBRIEH & THRO EWC EO CHE L ye iS, 同時 に 得 ち られ し 
pine LIL RRR (iOS IC ED CAEL (Al Fe’’),0, £{EaL 
ELBE & Fe D AQP TF IC HIE + 2, も の に し て , 此 際 屈折 府 の Bh Ie Ae 


AI AIED y 曲線 及び y—(ALFe’”’) 0. thie 


本 116(36) i FR PR 音 #136 


FADS BRD (CE eT AE IC BT AE 


1 2 er 6 7 8 
ww sio, | 56.81 | 57.32 |56.25 | 54.3 |53.82 | 49.29 | 51.85 | 48.20 
Al,O, | 0.58 | 0.51 | 1.24 38° | 3.77 “+ 388” |. -4:36-\—7.38 
Fe,0, 1.34 | 0.68 | 0.78 0 50 li.423..| 2848. 258 e208 
FeO £49- | §89 | 5.50 6.6 | 4.32 | 5.07 | 5.46 |. 10.36 
MgO | 20.83 | 21.43 | 21.19 | 20.0 | 19.18 | 20.16 | 19.48 | 16.41 
CaO ~=—-:|:138.14_ | 11.18 [12.08 | 11.7 | 13.10 | 13.06 | 10.60 | 12.68 
Na,O A mb eS 0.40] 119=4 0.88. 94s) | or 
K,O } O82 ob ol 0.28. == ¢\a0080. 0.20 aie hese ated 
H,O+ Riko etal 2.0 \ 1.21 \ 
10 } 2.46 ey es ot \ 227 \) 168 1 al ae 
co, pa = | mae > | | a8 
TiO, | none — — 0.1 ei ee LOE 2 1.26 ーー 
P20; | a me ae 
MnO tr 0.60 | 0.48 Te eee = 0.35 Be 
ER eee. i 0.04 0.46 ee. 
Cr,0, | — nd as 0.3 = stk pet oe. 
Ni ees = oe se 26 gt = Bid 
Total | 99.90 |100.12 | 99.84 lioo0 | 99.87 | 99.72 |100.24 |100.53 
x 169 | 1.09 | 203 | 4.76 | 550 | 859 | 7.28 | 992 
Y 70.12 | 74.73 | 72.23 | 70.39 | 65.89 | 64.97 | 69.42 | 63.90 
Zz 28.19 | 24.18 | 25.74 | 2485 2861 | 26.44 | 23.30 | 26.18 
: 1.6394 | 1.640 | 1.6410 | 1.645 | 1.650 | 1.654 | 1-6547 | 1.658 
in mol | | 1 | 
(ALFe),0, | 0-214 | 0.009 | 0.017 | 0.040 | 0.045 | 0.074 |0.059 | 0.086 
(AL, Fe)203/| 9.924 | 0.015 | 0.028 | 0.067 | 0.083 | 0.132 | 0.105 | 0.155 
(Fe.Mg)O 


1. BOB, ED POP, ERT AAA + Wy GL, RRR, HB 1 
p. 75 (昭和 4), 

2. Aktinolith, Grythytte, Schweden, P. Niggli, Lehrb. der Mineralogie II 
(1926) S. 462. 

3. Aktinolith, Greiner, Tirol, P. Niggli, do S. 463. 

4. Actinolith, Kitanosawa, Hitachi, K. Sugi, Jap. Jour. Geogr. 12 (1935) 
Nos. 3~4, p. 124. 


5. Griine Hornblende, Saualpe W. Kunitz, Neues Jahrb. Beilageband 60 
(1930) Abt AS? 245; 


6. Griine Hornblende, Radautal, W. Kunitz, do. 
7. Aktinolith, Krageré, Schweden, P. Niggli, Lehrb. der Mineralogie II 
(1926) -S. 463. 


8. Griine Hornblende, Borntal, W. Kunitz, Neues Jabrb. Beilageband 60 
(1930) Abt. A. S. 245. 
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し こと は 第 六 彫 及び 第 七 岡 に みる が 各 し 。 


研 


HR 
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ATMA EA L(G) LAS 3 CER 19 BL (第 拾 六 表 参照 ) に つき CHEAT 


# BR R (2) 
9 10 11 12 13 jas er e185 16 
SiO, 49.00 | 48.65 | 48.11 | 44.03 | 43.36 | 42.44 | 43.02 | 43.08 
Al,O, 4.70 | 698 | 8.00 | 10.53 | 10.82 | 1250 | 11.94 | 11.4) 
Fe,O, D871". 3,70- WES.57 12:23 V3 26 1092.07 Wi a58. rags 
FeO 13.63 | 8.64 | 10.19 | 12.46 | 1286 | 12.38 | 13.08 | 11.42 
MeO 10.93 | 15.72 | 14.68 | 13.49 | 12.28 | 11.43 | 11.36 | 12.41 
CaO 10.75 | 13.20 | 10.80 | 12.16 | 11.38 | 10.90 | 11.08 | 11.61 
Na,O OT | 102 |\ 1.94 Na | ei eR 
K,0 16086 0 E00 
H,O+ 1.32 five te || LDS 1.94 | | 
gas il ea \ 2.08 \o01 Ae: 1 2.12 } 1.64 
CO, = ae = = 22) Aaa 
TiO, 157 | 0.48 | 0.98 | 1.37 | 1.62 | 3.09 | 0.45 | 0.90 
P,0; Es =) 150.044 | a= SETH War |g Se 
MnO Webmin OO ee W000 
F - be rt =" ek et ae 
Total 100.54 100.25 | 99.59 [100.29 | 99.70 99.78 |100.48 | 100.42 
x 11.25 {10.95 i263 | 13.83 | 15.55 | 17.24 | 18.03 | 17.28 
vy 62.60 | 60.95 | 63.25 |60.40 |59.49 | 58.05 |57.53 | 57.35 
2 26.15 |28.10 |2412 |25.77 |24.96 |24.71 |2444 | 25.37 
1.660 | 1.661 | 1.6705 | 1.674 | 1.676 | 1.676 | 1.677 | 1.678 
| aint | Slee ee fi. vate Sith yome ee Wp Sue. 
(AL Fe) ,0, | 0-088 | 0.092 | 0.101 | 0.117 | 0.127 | 0.136 | 0.146 | 0.141 
(Al, Fe)293/| 9 180 | 0.180 | 0.200 | 0.229 | 0.261 | 0.297 | 0.313 | 0.301 
(Fe, Mg)O pis : 


9. PH APIA, Tb SBIR EAY, BLAS AE TL, J PCS BE ( 
10. Griine Hornblende, S. Felix, W. Kunitz, Neues Jahrb. Beilageband 60 


(1930) Abt. A. S. 245. 
ite 
Nos. 1~2, p, 127. 
shee, 
13. Griine Hornblende, 
14. 


15. Griine Hornblende, 
(1930) Abt. A. S. 245. 
16. 


Brown Hornblende, 
Nos. s8~4 (1935) p. 113. 


Griine Hornblende, 


2k hy 
ap, AS 


39 4 (AFI 7) p. 286. 


Green Hornblende, Hokizawa, Ix. Sugi, Jap. Jour. Geol. Geogr. 9(1931) 


Griine Hornblende, Brocken, W. Kunitz, Neues. Jahrb. Beilageband 
60 (1930) Abt. A. S. 245. 


Fulengebirge, W. Kunitz, do. 
Yokogawa, S. Tsuboi, Jap. Jour. Geol. Geogr. 12 


Arendal, W. Kunitz, Neues Jahrb Beilageband 60 


Plauen; W. Kunitz, do. 
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第 拾 六 R (3) 
17 | 18 | 19 20 21 | 22 | 23 24 
| SiO, 42.05 | 41.12 | 42.57 | 51.60 | 47.93 | 54.80 | 41.99 | 44.53 
MgO, | 11.83 | 11.13 | 11.62 | 2.35 | 7.98 | 2.58 | 1162 | 11.11 
| FeO, | 493 | 667° | 686 | 2.60 | 2.95 | 2:50 | 267 |: 5:03 
| FeO 10.95 | 7.58 | 12.50 | 15.21 | 17.79 | 4.75 | 14.32 | 3.83 
MgO 12.36 | 13.31 | 9.82 | 12.91 | 7.08 | 20.30 | 11.17 | 18.78 
CaO 12.28 | 12.00 | 11.83 | 10-97 | 10.45 | 12.08 | 11.52 | 11.26 
Na,O i73 (nes fTe7 Toast 136 1 O82 aes | eivs 
KO 11.21 (2057 jakod, $053 } O81, 14024 Ne oe | ues 
H,O+ 1.43 2.05 | 2.07 | 1.60 | 0.61 
H,0— }182 | 9/33 }221 | 056 |o20 lout | 0108 yo = 
CO, = ie — = — — — 
Os 1.35 | 196 | 0.78 | 0.50 | 1.25 | 0.10 | 1.46-| 1.45 
P.O; = 0.09 = = = = ie 
| MnO = a 0.38 | 0.20 | 0.20 tr 0.25 neh 
\ = = 0.77 | 0.80 ra 
| 1B%K@) — — — — tr — — = 
Tg. loss — 1.65 a — — — ーー を 1.10 


Total |100.01 1100.00 100.28 1100.39 |100.07 |100.65 | 99.96 | 99.85 


| | 


x 17.73 18.78 19.92 5.19 | 13.68 4.93 | 16.09 16.19 
Ww 55,73 | 54.605 1-93.30 |.69.35. 59°80 69.11 58.72 | 60.46 
Z 26.54 | 26.62 | 26.78 | 25.46 | 26.52 25.96 PAS ASS || 85 
y 1.678 | 1.6789 | 1.681 —- | 一 — — Bin 


/ in mol é es ee PP he 2 
(AL Fe),0, | 0-147, | 0.151 | 0.157 | ae a 


(Al, Fe)202/ | | | 
tRNA 0 {TNT I 


17. Grune Hornblende, Beerberg, W. Kunitz, Neues Jahrb. Beilageband 
60 (1930) Abt. A. S. 245. 

18. REMAN, HRM, A EAT, A ADORE, OR, 4 BE (昭和 8) p. 
14. 

19. Griine Hornblende, Pulang, W. Kunitz, Neues Jahrb. Beilageband 60 
(1930) Abt. A, 245. 

20. Hornblende. Argyll, J.D. H. Wiseman, Q. J. G. S. vol. 90 (1934) p. 368. 

21. Hornblende, South Knapdale. J. D. H. Wiseman, do. p. 382. 


99 . . x NT 7 oa) Sells Penteld a 
22. Akinolith, Russell, New York ees Stankey Z. Ixrist. Bd. 43 (1907) 
243. 


23. Hornblende, Ederwille, New York ee et do. S. 249. 


24. Hornblende, Clemgia Untsrengadin. J. Suzuki, Jour. Fac. Sci. The 
Hokkaido Imp. Univ. Series 4 vol. 1 (1930) No. 1. p. 89. 
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ASX Mili, 分子 比 に て 示せ る (ALFe')。0。 Ku -(Al,Fe’’’),0,/(Fe’”, Mg)O 
を 縦 軸 に と り て 書き し 曲 線 な り 。 こ と の 曲線 に 於 て y=1.66 を y=1.67 と 
DTIC ¢ ba kh 5 & (ONE Bop TF LOMHICIE, SO LBABZ 
Sp Bi & gate Sb y Id eee 又は (Al,Fe’”’),0,/(Fe’’,Mg)O 
JHE JME HE VC UAH AOE Og HEALER MEL ILR RO Mie OF EEL Hit 
MCL MHS SLORY, < LCR IA BEIT (EHO HER IC PEO 
K (ALFe'”’).0; の 増加 を 來 す も , その 含有 量 に は 自ら 限り ある べく , BIS 
N の 成分 以上 に 達する 能 は ざる べし (GRAB), THIET LK 
大 な より 生じ 得 べ きる (ALFe')30\ D287 459 t Ni 0. (未完 ) 


ARIS AO lable ME T 


SHEAR 原 団 i 2B 


OF I WT DWE TE OED) 09 HORACE RAE GALS. HABE REGIE, 3 
L AMES HURIC H SIAR 6 MIL eb ODS, AAT HL DO Ble oS 
ChEbDSS, MLM kKkadt HREM RCAL CHS. MCR 
も PANIC LRP EEE TS, Kata @D do & MG IE ic EAE ae SBR 
KAT STERHOSMN, ZILHEWMCH 4, 

AFBICHET SEAL, TOTEM AIC, マグ マタ トイ ト 中 に , SER ORIK 
1C , Pe fit BAT aTE HIT, BIL Be MRNAS HC BE LE ILS OABES, HiFi} 7d 


1) Kunitz は 陽 起 石 分 子 が 多量 な る も ゃ の と Syntagmatite 分 子 が 多量 な る も る の と 
の 間 に 折 屈 を 贅 見 せり 。 


W. Kunitz, Die Tsomorphieverhaltnisse in der Hornblendegruppe Neues 
Jahrb. f. Min. Geol. Palao. Beil-Bd. L 10 (1930) S. 208. 
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De MeL CHEAT IIT, Be It AT ANC SL SAL 

BEATE AP SPEIER! (C. Soni CHET 2 MME o> SH > RAT 
PECL, EC MERE? DTIC Ze BoE Ba, RAAT (A — 
MQ)? Hic % MICHAL AM CHS. MLE ORNS HHS FAIS AE AF 
は れ て ゐ な い 様 で ある 。 今 回 その 優品 を 見 る に , 該 優品 の 原 確 物 で ある 
右 の 生成 は 比較 的 低 涙 に 於 て 行 は れ た と と を 知り 得 た の で , 本 邦 に 於 け 
AAD ARKO Sl & L CHICHE LAG BED IE TE を 包 ふ 次第 で 
DS, 

ATA BRE A AERP RMSE ESC @ iL A TB BRK PRO APMIC DS SOT 
DS, WIE RHOBLET, 

産地 附近 の 地質 

樺太 能登 呂 生島 西海 岸 宗 仁 岬 附近 の 地質 に 開 し て は , SSE Tey, 
博士 の 調査 報告 が あり , 古く は 極 局 部 的 の 地質 調 香 が , JM hes SAREE A 
RO FAERIE) (CLOTHIEN TCHS. ULE WROMR ERAT 
れれ ば , 附近 の 地質 は 次 の 如く で ある 。 

See LE (Sore UT de) と 稀 す る 安山岩 及び 火山 音質 砕 居 岩 に ょ よ 
つて 欄 成 され て ゐる 。 宗 仁 岬 の 先端 に 近く 北 に 面 し て , 安山岩 より な る 
PEAS PE LC 1 So COPE ST Hila NES AES 
DEMIC THOT I S_ WILD PEIRCE ER BED , SIC ERE FIC 
[ESX<ROLHS, LK STRMIL AAO ORE MK BT IC CH 7e S Hr, ELK 

DEIR ICHE LL Td SAS, PBANMIT IL, TD AWE IR HE IC BEB Ic BRR 
PANE SV GSRWICINLS, Heer CH SRA, FLY BAREROT 


1) K. Jimbo: Beitr. z. Miner. v. Japan, Nr. 3 (1907) p. 131. 

2) AAR sé fem p. 110. 

3) WARE: WHERE, 49 ( 品 . 12) pp. 29-37 石崎 正基 cB BE: HU TUD aE 
44 (i, 12) pp. RN 同上 : 昭和 十 一 年 度 油 田地 a Fe CPE AC BES a FE ed AS 
Hoth BH) pp. 204 一 216. ; . 

4) JIG SOARRS + HAVRE BEERS oa SEK (明治 41 年 ) ,pp. 9S—109. 

5) FEA MH IBIS HS = HK OI IME (MAT ETB 75 Up FAB) の 中 APICES, 
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19 6° SDB E) TSU MS TE Ae (hab, FEE ARI LO = EH 
棄 め の られ て ゐる 。 


Ak &BRAOE HK 

ASS ESUDBE 2 WR A BEAST CHAS FZ IT, HERS Uk IE We JP FBR & FE 
HEL BARS BT TT PRO SETAE L CHET 5 TH LC HEPA 
KODE OZ RUL, MICAS ¢ FERRIC CHEILAL, Wie FEMS Nth Do te 

DORN ORT BEL RAV C Oo Bq ATE MHL Ob DAK Be Ik ATW Te 
L, €ORM IL BUCOPOAGE EL, 極め て 粗 毅 で ある 。 破 面 に よ つ て , 
WEA BEE % SL SIC, 黄 鐵 確 に 接する 部 分 は 潤い 淡 福 色 必 を な し ; そ の 上 を 
光 浴 の 鈍い 策 吾 色 必 が 被 ふ み 。 こ と の 馬 青 色 層 は 一 見 テ チャ ー ト の 如き 鶴 を 時 
To ASE IC IL AG CIC HE Yon De IL TE ERIE HAS, TEAK te L, BOER x 
Be WRIT FFT IT BREST SOBINL GWA, TO MH EAM & VS ICA 
WE BREL TOS. MAOLIL KIRKE LTHS, TOF BMWEOB 
FL BOEWATL CLS RE ET, TOR LER OEE HAO 
WC, Bed ed IC EE Fe NI EO HGS, O--*B eT DO BS cM SH TH 
BSS (foslal). Mi Cw CELT ADE SL SIC, ERIC LY SE 

第 ~ 室 tC ee SACS RUT HR OD, TEAR AREY 
ft kD ORELIT CH 3, 

KA ihas uu ts BM CDH B brik, 
I WIKRE AS Ae ¢ FE REIT kD He 
代 せ られ て 居る た め , そ の 形態 に 主 と 
し て 頼ら な けれ ば な ら な いひ 。 その 結 
品 形 及び 光 洪 より 和 制 断 し て , こと この 結 品 
は , 常石 の 條 上品 と 制 断 され る 。 

fz co A AO He RE 
nee AG ik a (100) i ASAFKL < HE 
MEL, NARS A te OS, 仔細 に 松 


Ai fe mA CRNA) 


ee ape? 岩 石 lal 19 TR AR 斉 *& 142 


Fiore Hees 面 が 極め て 細く Ft vs eB 切 つ て ゐる 。 PS SAX 
料 で は , MISA CHAS CHOOT, MME ET RLOMWM SME OZ, ifinh 
ORS, E-PROE CMI F THB 

a (100) 面 は ; 結 品 に よ ょ つて は HAD T HD IEE & FF OL, aT AR OTE 
LBMBRVLOLD SAM, TOMI EW Ch (eR 4 7th 
(block. structure)» を 示し て ゐる 。 MS ie ii KIC Ay) Ni Se 
PA WB ELT So HVE Gh < . BLA EEK REO BIB 
HES, EBL ORSEWSSSBODB, (ILL, BML TCEOANMBE bh 
ME, EBUEL TIS 

(VT & ERE L OMI MRE WOU Lb, LAMROTL LS 
Bo WIPRO clk, 透明 の 優品 を 透 Lt, FROG em xebscek 
が 出來 る 。 

BmiecisMAe 

BiG KOS ERE OUT BIOBE FICT, P= IC kD, ZOHE 
造 を 槍 す る と 次 の 如く で ある ww 

Aer ABIL AAAE AE EO ERE HS £0 SDS, MLEOR Bic ct 
(LAAT NRA 7 SBMEU Beart BET ICING % ETL CHEWY S aT do B (HACIA). 
(Bc it 7D Fe Ti UC ik ER PERO AP TEILGR © BAL Te VASE OIC HTM 
MVREBIC EFT OU OTE ST SOA GILS, Babe ER L Obes 
割 然 と し て 明 腹 で ある (SBA). 

EGGS BIC RT IN, AEH ERIC LOCTHRANTHS, WLT 
COM THEO Ben OBE WAR REIS IC LOC GDI], FPWR 
WAC TIL, € OMEN REY BHEO BEMIS ICME ER CH SZ (HBA). SF 
vy GEE OBIE colloform qkeE HL, ABSNIC L YC, HL % HEP 
TD RENE YEN ASEMICILN (GBI). 


1) M. J. Buerger (Amer. Miner. 17 (1932) p. 181) tJ An & #§ BIC “Lineage” 
LBS Rte I~ CHS. Y 
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fei ie Fa XK BH IE D HERE 


{kets 8 AD PY PR ARE 
+ Nicol. ye IME) + Nicol. < 16. 
NSA RA See {fz fis 
Sees PS BY ER J 
Rr iy 5 fh, ERE 


LIE LV PEST RUE. GPM % > PL BEDE i OR ET SEL | 


4 30K L ee BE IL, TOPETICHL VRAD HONEY, Tore 
HOA 2 AE BOLIC EL OB LORPOROCLERT LO CHD 5, 
RRRBOA K 
‘es 447 “E XIE ALAC TE Le CE BES UTC BE HA Le A A AG 


と の 中 間 期 た 品 出 し た も の で ある こと は その 産 矯 に よ ょ つて 明か で ある 
pie 1 用 が 極 短 時 間 に 極 め て 人 符 


LEOFMORTS Moe Henke £O LT, CoH 
PRICTHLMN7AOCHZOLYMBsns, 
is ole le ie i RA 


BWOEBIENTAS,. KOTRBGO ANIL 7eyB EE ik, 3607 を 超 を を なかつ 


た だ も ゃ の と 思 は れる 
JED MOD BED AT ADSI TURAL, TALITY BET, SEAGER VE 
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PEIHIC RIC TIER, LER Sb DO ARDLO BH (EDS x ) (EOwMILOBLV 
も の で な か る FPA WE] bis ERR Be ET FL HED な い i 
か らし RR MA Ott 
AML, £0) SRE ICE OO — AE BLO. KANT EL 交代 され , 玉 
REEL Ee Leb の で あら 5。 と の 喧 換 交代 作用 が , 平 前 な 均質 ARABIC 
於 で 行 は れる こ と は , 問 の 外形 が 完全 に 保持 され て ゐる こと と より 息 像 さ 
れる 3 

要 BE 
本 地域 に 於 て 次 の 議 作 用 が , 下 の 如 き 順序 に ょ つて 行 は れ た も の な る < i 
& INS, 
1) He EU EH 1c HERE % HIRD EL A 
2) SPST HGR, UIA RE ATH 
3) RAO Wn SEA PeIRLBE Ik 360° を 超え ず , ASEAN dhVe HI RNS 
FEC SERVER IT FF LAL IZe) 
4) MIBEROMRME JIC Lowen myx, 


AIF ICLL ERM OMIA, HARB @ OFWBIC LOELOC 


あ he MAIC L CHEBIOR ise HTS, 


ーー ヘー ヘー へ へ へ 


ーー ヘー ヘー へ 
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BM BR tis 


6371, BREWMACST SEALE BR 
mel CEE AMRICRE DS SAH 
Doeglas, D. J. 

RRR EL CORI MEH OSE HE 
=, ARE MMT sRAL & Me gee 
に て 確 満 時 敏速 に 決定 する 方 法 を 輝 べ た 
り 。 ERARURERA—-KERAK 
は Becke 線 法 た に て 同時 に 決定 し 得 。 屈 
WED 1.535 より 高き 双 上 品 せ ざる 長石 
の 決定 た は 区 の 方 法 を 用 ふ べ し 。 本 方 法 
に 依る 時 は 一 百 個 の 粒 を 決定 する に 杏 す 
SRF TDS fe D1 30 5p te VQ TC NCEE 
tS Ae t Winchell の 訪 殊 に 等 し 。 

A.V iit a> 2a BE Pa 2s HE & EK S 
場合 。1I ihe Arc 40 HT, 

1. RMAC MO XY 338 Sit — ih 
性 な うり 。 

2. 斑 物 が 消 光 を 貫く る 場合 は , II th 
を 0 に 戻し , VI the & MWK Hy 40° Hato 
Fo BAAD AU ERK SBS It itih 
HEICL TC, OES SY る 場合 な 三 軸 性 な り 。 

B. Vi AL i “Cie Yn % EE ic 
に 置く 場合 。 11 wih & A A I< Hy 40° Het ak 
し , 0 位置 た に 戻す 。 Bic IV 軸 を 各個 に 
40° fp >, 

1. BRS WH OY IK, POEL MO 
ざる 時 は 二 軸 性 な うり 。 

2. MED. LV PRO AM ifek D Fic O 27h 
EX MUG SHR, IL 及び IV fhe O firs 


に 戻す 。V dare CPS ANI BE % 90° Hol dak 
Fo Betas 1I thie debiehic fk YC manips 
光 を 貫く 。 PPMP BER ICH L Clik TOF 
作 は 不 必要 な り 。 次 の 3 以下 に 中 括弧 に 
CRUE SAH eWOMBICHFSL0 
ie Dr 

3. BEVIAS TL {LV} tho Su tahtic fe YC 
DIAN EH SY) AMIE) HEX IV 
CVT} ih D Jeli ic CH 40° THC, BEDS 
Vi th MUR ICT, こと の 位置 に て 消 光 する 
時 に は , 更 に IL{1IV} 軸 を 各個 た 40° Aa 
PAS. DEVILS TAN & RE SR — PE rc 
LT, ALS SHISHA eV, 

4. GRD WAS I CME KC SBA, UU 
He O Mi ic kL, Bic / fill BES VI 
Hil © ARIS TC 40° fl, Bic IL 軸 を 各 
側 た に 40° Heh, BR 物 が 消 光 を 績 くる 
Sy li — Pete V TRAE eX 
る 時 は , IT RU IV 軸 を 0 位置 に 戻す 。 
V 軸 を 90° ABR. (ZILA BEB ic 
WL CAA BH tr V4) IV{VI} を 40° 
傾け , 次 いで VI{IV} を 各 側 に 40° Zo pah 
Fo BAD BM BB SYA — PE Ic 
LC, A652 SHAK = iihtt Vv, (Am. 
Min. 25, 286~296, 1940) [大 森 ] 
6372, Colorado }ji| Jamestown ffir 
の 放射 性 cerite Goddard, E. N., 
Glass, j. J. 

Colorado 州 Jamestown 附近 の Front 
Range IC#3#2 SF SIHAYF VST AEA 
中 に Ce FEAR EAMES cerite が 産出 
So APPS Silver Plume 4 fig Ht 43 
PROACBKIC MD HER & te T.-H 75% の 
cerite を 含有 する cerite # Gls AHA 


a> 22(45) 
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APCRA PH HI FESS 
岩石 中 に 於 て , cerite HE A, PEA, 
tornebohmite; #44, bastnasite, mona- 
zite, uraninite 及び 石英 と 連 品 す 。 比較 
HME Rete S cerite HAI (EB ORE 
R, 56% OMLBIR(LMe RAT, X 
CORELAT SPX UzOg 0°513%, 
ThO, 0:28, PbO 0:07 を 会 有 す 。 と の 
Pb-U 比 よ うり 年 代 を 計算 し 940,000,000 
年 を 得 た り 。 (Am. Min. 25, 381~404, 
1940)【 大 森 】 
6373, NaF OBE Frondel, C 

NaF Oinfeic BF 3 143 個 の 無機 及 
び 有 有機 の cosolute © 428% FF RANG ICH 
FEV, Nak は 通常 立方 嘩 に 結晶 する 
 FRIB TD UTERBE IRV CBE 
化す 。 BAIL ZERO AICP V, 

(1) 深 液 た 補給 せる OH 4 tv a 
RE 7 TBAIC RLS B® cosolute. = 
~) DBRBE as HF nF SR 
に は ,NaF CIARA, Pe, 
Sa AN GS ROT HB IC HE AL, SEC PBB 
OPIS LEA TAB LV AB IC RS, 
Cc OMAR (LIRR LOLS NaF 結 
inORMIC HK 6 F- eS OH- 
Die BURG ICE LOTUS, © ORRER 
MROx (iJ ~(f KMnO,) 結晶 と 1c 
開 係 な き ROx 4 tv ( 例 へ ば SO,=, 
CrO.~, SeO,=) KL CHIH S Buck- 
ley の 夫 と 比較 せり 。 

(2) NaF 2 WEL CHEE ARES S 
cosolute. と OAR WERE (LI Nak #5547 


O BRS Ae [HO FRIEAI— Bic RT, WR 


と の cerite 


% , cosolute 


® cosolute (OH 


Sa ja HAK ie nee NaF 結 品 の 表 
WMAavicHs 6r=RDHSO, HET 
結晶 質 複 忠相 の 生成 に た 基く も の な り 。 複 
Bi WTS IG & te > AE FO ALE OIC 
大 さ が , Nak 中 に 於 け る 吸着 面 の 選 控 
Kh) CPEs h, BM Hh ICH Ae 
BOLTS, Nak © fh HRMS 
DEOMI KTS LOY, BK 
を Seifert (KRY CHEIN KS BBA 
me RE Bunn © Ghye Be (BEL bhieet 
ye (Am. Min. 25, 338~356, 1940) 


SABRKWS 


6874, ZRSROD AMG ERICK V+ 
es Stillwater 火成岩 護 Hess, H. 
H. 

Stillwater +k Rey RE adi fe L RES S 
BATE ORB IC LC, fa th 集 病 た に より 
分 化 せ る も の と 信 ぜ ら る 。 CORTE 
CAR A, WR A, ROTH RUE 
HELL, ARMac. hic Zan 
BOR GLARE RRERAOLT 7a 
ベ ペグ マタ イト ある の み 。 ORG OBIE 
を 見 る に 概 橋 石 な 超 忠 基 性 の 部 分 た て 
Fo 88~85, 岩 器 の 上 部 で は Fo 82~72. 
RHE Al En 86~70, 晩 期 の も の は 
En 74~61, BHAI An 86~61, BR 
輝石 は な 主として Di-Hd 系 の も の で Di 
89~79 72). BEBE AIS RM OB Ice & 
BEAL ENICHY SBS Y , ZOL 
TKR > Jee HFS. Zl Bowen © 
FeO-MgO-SiO, ROMICE VRB S 
So wha? STB O (ERR EY Src 
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ASU LY BE EEPR IK fh Filet BB OICL 
C, AK, ME AOMAE DIL AEE, 
上 蔽 に ミク ロ ・ ペ グマ タイ ト は な は 概 棋 石 の 
過剰 の 上 品 出 に た より て 生 ぜ る も の な り 。 叉 
WW KC tis Ht SB A LE Yip rt 3 CSE 
FS, UKEP SLORY, BPS ic RH 
(SPREE RST ICEL A. ORE MIRO 
Hite S eM Bowen ic (K SKF 
に より うり 極め て 見 事 た その 結 品 作用 を 許 明 


EO OE rans Am:, Geo- 
phys. Union, 29, 430~432, 1940) 
[八木 


6875, Asina B OS BSHRABAI 
つい て . Serra, A. 

Asina 島 は 片岩 , 6 fig, マグ ゲ マタイ 
b “PAE fd at RU tka k 0K S, 雲母 
Wraeds kj DALE IC FE 達し , 之 は 花 議 岩 を 
het, Ha REIS — fe cM Bic L 
CIBER 0, ELL CHA (ERA, 
微 狼 長石 及び 次 曹長 石 ), BEROLE 
DKS, RES ME x RE BIC SAE TS, 

XMAS ROPER A b iB 
(i 5 OD HIRD IC FST LAT 及び 北部 に も 
Sib, BAMMRRAL EAT STE, 
あり 。 宇 成分 は 石英 , 正 長石 , 費 長石 及び 
ED BSH UO AT te 
Ce er neers Beye 
REA, BRA, RRA, ARO, 
(1010), (0001), (1071), (1120) ょ うり 成 
SBE RADTFT > the CH IKornver- 
- kleinerung に 依り て と の ペグ マタ イト 
APE RRA IK RAED, PARRA IS AR I IC BS 
TCREBRINVSRARV, HEM 
AA, AREA, FE UD, BRR 


BD So AE fiat 


Az 


Sp AS 


rine ae By 


A, SNR, ER SBESAOR AAT 5 
(Zentralblatt, 1940, 156~158) (479 ] 
6376, RASRICREt SHRNBOM 
BSA 松澤 動 , 岩 生 周 一 

Feo te OND PIS IE ME & te ERB. 
A, We AEACD a € BRE, RAE RSE © FB ithe 
SBM aE, 及び 題 著 な る 一 大 不 整 合 
面 を 以 で , 此 等 を 蔽 ふ 白 聖 系 及び 第 三 系 

りな る 新 期 譜 岩 層 に . て 構成 さる 。 先 震 
時 系 は 基 性 火成岩 が 人 花 答 岩 此 の 光 入 に ょ よ 
り 角 閥 岩 , 角 関 石英 片岩 と な うり, 更に 泊 し 
% AED OER, 1 BO He WIE 2 US He 
ar ICE VY DERE L L CHK 
LB eS A ERLE BR HS D JBI BEA 
(EF & SEF BEA Hr ibilast & AL BE SY Oc 
し て , 本 岩 類 は DR VE (EN & ASAE XS 


| EAL SET. Bbc CHA KY 


Fis, aby 7 wr A RE ERE 
Wr WALI BTS FH SAR RE AS HABE I< Haw 
eA AES Praline ae re 
2S BIMK VIR S, COM Bic Be 
FEN ODD S \ (tH oR DH SHR ic 
LORS ¢ PROSE SE tT A BIR OTR 
BB OMARMHIL NES HbA, BS 
ALSEFLO FAN BAK a 2 U SE BE FE fin 
ZEV, PHRMA R, MES LV 
り , 譜 所 た 火山 活動 起り 玄武 岩 類 の 流 
出 見 らち る 。 本 器 類 は いづ れ も ア ルカ ヵ カリ 長 
BONES HLH A we BP, REHM PER 
岩 質 の も の に た に し て , 本邦 の カル クア ルカ 
VIHA EIS , Pra RT 7 YD 
HK Bt Storv, (Fa wh, I~ 
28, 1940) (AAI 

6377, RAL BEES Sakénite HO 
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BRET O{UBKA Lacroix, A. 
MEIC RRB RVUSZ LEE Y 
TrSomWee RLS SHARE Sake- 
nite L##AKXSPAAICA, AARAKM 
MLC, RALR( LoOrcoaRmHev, 
Saphirinite は サフ アイ ア を 皇 成分 と し 
少量 の え ピ ネル を 有 す 。 本 岸 の Al。O。 は 
40% & ttc Lt Ht oF, Spinellite 
は Sakénite CRP SROiCL THL 
し ヒ し て え ピ ネル ん ル よ VEY SEE Siro 
含 - え ピ ネ ルー サフ アイ アテ ア - 潤 賑 は 次 色 双 
は 線 色 の 輝石 を 謀 成分 と し , 含 サフ アテ イィ 
ア - 角 次 岩 は edénite L#PF~s Al。O。 
及び NagO に 富む 淡 終 色 の 角 関 石 を 主 
it, LikRA GOLEM EMS 
SiO。, FeO+ Fe,O. WOO ye ye UE 
し く 《 TiO, & Rik &, RHIC Al,Og, 
CaO 及び MgO に 著しく 富む を その 特 
LET COeBK LOR AISKRA 
(Sakénite JST), RA7T AT PRAeER 
WE ERS EL, EG, FAP Gas bee 
WRICZL I Re RK BSS 
BRL KC -RPtSLRSREBSL, 
Compt. Rend. 210, 193~196, 1940) 
CAA] 
6378, Hat Creek Mf8 S':7§ Anderson, 
CA 
California 州 Lassen Peak の 北部 
Hat Creek © (RB FE Ik Heb ¢ 2,000 
SEDLAV IC HALO BRICIA OMAK FS Lote 
UV, Walser Sic > HLT WT 
時 に 於 ける 著しい 流動 性 を 示す 多く の 性 
質 を 有 せ り 。 fat (EH © BEE CREE A 
MRA MRI, ACE Fa y TUE, 


SS A, Boe DMA EIS し て , Subophitic 
HEE Rave VU, Hat Creek KH laT 
れる も Warner 玄 起 岩 と 同 成分 , REE Ic 
L CIRM Hic Hey, (Am. J. Sci, 
238, 477~492, 1940) [河野 】 

6379, Worcestershire, Brockhill に 
wh 34 composite dike Taylor, J. 
H. 

Brockhill ;ch$ Cok RB D/H MRS 
Dountonian Series D> AV KRBRUD 
we TIC REAR SA, de F MIC KV, 
WK Ht Fix teschenite た レレ で HE 
Bit, MAA AML URS LA 
JR MB it ok At TE 石英 -dclerite 又は 去 
KA LATA EL OIL, BIE A, HE 
BA, BRED ROWKARE BAS V, 
石英 -dolerite ZI OM Mc cK 
2 叶 に 限ら れ 中 部 は teschenite に 移 化 
す 。 石英 -dolerite 2H ICL LC BE 
AL, FanBay ic7k ie & BO RE L CHES 28 
(Ch & RE Sc Lk, 及び teschenite と 
Ax dolerite (LMAO jh Bic kL VISA 
& falRE 1c VE A B composite dyke な 
SC ESSE OBR ic (ie WBA a & tear 

¥, (Min. Mag., 25, 538~549, 1940) 
Ca By 


@£BRk BB 


6380, MINOMReR TESA 

INS TN @ SAG % AR VL BRYA IC kK RE IC BAT 
FESO LKRMAL LCHME SLO, 
と の LZMK SEL, RMORBRED 
ASR & te L, HME P(e, BE ay BETS , BE III, 
BOKPE SER TEA. AO HEAR, Aig RIE 
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RTE D BSW TR SAE, BI) 77 Be EL, SE BME 
ag PROB MGR E LHO RID pA, 
FEAR, (CBSE TS IC BR 9 We IP % BEUMID Vg 
iy L CIE D Hr REPEAY Ce FETE PRIA NY 
CRUE DS SILROKPES AUR AR, Feo 
VER MESS MRL CLS 
TCERCMAO Hild S<% EI~ 

BOSE BOR リ り 。( 滴 洲 地 調 要 
yk, 14, 1~142, 1940) [加藤 】 
6381, pRB IC KS PS EK OBA 
RET TEM SER 
PR REIC TAG 3 BRR © HUEY) APES 


系 中 


IC FEMS & UE LA LCR IRD | 


ee FICE SELL, Hag], BEL A MEL De 
AGM PD WORE IC WSF SARI ER 
L, (thy Fe AERO IC BD LC SJ OR & 
BIS KV, TI WEAL OR ID a BER Hg Bh 
BRAG O DR ARERR CHS LT 4b EL RIED 


WEL UES & EEL, BPE ORE WEP BF | 


PERU IPC A OY Hk tr S ENB V, 
(FAEORSES GE, 28, 1~9, 本 15) [加藤 
6382, AiaRSahe P DERM FP Stoiber, R.E. 
4 AA MESA OR ICH ASD b GHEE 
AT OX OPER & bet VQ Sb, Hg, Th, 
As 2 -HRIC(RIB ICCA REN L LOM 
CHD bt Mn は 高温 の も の に 認め ら 
So I は 中 苗 水 人 性 た に 見 られ Ga kr Ge 
(3 BEAR ERT BE DP & Hei 4 nL, Cd 
及び Sn b BA (MD LOK AODEK 
な る も の ょ 如 し 。 (Econ: Geol., 35, 501 


~519, 1940)[ 竹 内 】 
Ain BR SB 
63883, シベ リヤ 古 生 層 の 石油 Voldgoin 


鉄 抄 25(49) 
| A. G.-Smirnov, L. P; 

近年 調査 の 結果 , シ ペ リヤ に は 西 シ ベ 
リヤ クジ ネツ クミ ジン ッ ス ググ 及び シベ ペ 
VV EMRSUG MEK GEN, KAS 
の 特徴 を 異 す る こと 明か と な れ り 。 +A 
迄 の 所 , 西 シベ リヤ 球 原 た 於 ける 石油 区 
(PIL ABE te, SEIS EF IK RB a, BE 
に その 可能 亡 域 は 限定 され る に 至れ り 。 
PRAY HME O XE AWAK 
る も の に し て , COM ROMS Y 
オ = ヤ 紀 と 連 開 する る の の 如 じじ ミラ ヌシ 


ンス タク (Minussinsk) 名 CuFt 
deli eg iy A 
FTTNMbPEPEL, COIS 
OBS CAI), 
著者 等 は シベ Vv RO eh AY, 
層 位 帳 的 研究 を 行 ひ , 中 郊 カ ム プ リヤ 礎 


DPIC FM REG ILD BIL PEO FED 


a Ht KC 
Fy Lje, ERiecy 2 
DHE DE WY BBE PE bE 


オニ 


BC &£ ek i® Loe YS 営 時 シベ リヤ の Re i PE 
dB 4, 2ORECEAM, AF, 無水 石 


BGO JE ewe eA ke S&LDICLT, 
ERDAT VY YRVVY FRRHaYO 
SVERIGE ORES H Y, 石油 区 
RO Bh BP IZ FET Sd, 
EIR HAD FB ith IO i Hi Ket eae SB HMA 
C4 FE 2 ICRU SS RRO 
— DARE ICHLLS, ZOERSLO Rs 
= セイ 河 域 の Ust Port, Tunguska, 及び 
Khatanga-Anabar, Viliui-Aldan, Usso- 
Isk-Verkholensk 7), (XVII Intern. 


Geol. Congr., Alost. 23, 1937) (#5) 


Be Se Th FB YD 
6384, 純 閑 な マグ ネ シ ウ ム 和 粘土 に 於 ける 


#> 26(50) 


a AR i RB 


a 150 


SiO, と MgO O44 Nutting, P. G. 

AYZ7ANLW SAT Hector EO REE 
YeEVoF }WMOMeroeey PAY Y 
DAI L CATE PER A te V ARE 
& hi % OTE OD PRICIEL 4D SiO, 及び 
MgO の 量 を 測定 し PH LORE RY 
た る に 標 あ て 酸 の 濃 鹿 低 き 所 た に て 分 解 を 
Y XA OVAL pH 億 の 和 前線 は 他 産 地 の 
gets S HHO THE VIL SPs, 
ASL & “Wg” (Shoulder) を 示せ り 。 こ の 
FE RILIKFE 4 Fy AS ABL WR GX IS 
反 應 に ょ うり 不 活 潤 に な れる か , 乃 至 は あ 
る 一 定 の 範囲 内 に て OH- イ オン が 人 解放 
SSSBrRoA LMM SS, (J. Wach. 
Acad. Sci. 80, 233~237, 1940) (AAJ 
6385, BRHFADRE TWR=,K 
KBE 

BET 7 AOKIBOWMRILNHb bE 
} VBE D rh © FH HE OVA RTT TK IK RY 
TCHS, HRTF 2O ZH OD HEH AN op 
に 依り て も 赤 非 常 な 差 を 示す る の な り 。 
と の 失 透 の 起 る 原因 た に は , 表面 の 附 誠 物 
RURM RD FS WMO ES 3 Base 
~hSS_ WES => ROD RS 
に 依り て 極め て 良好 た に 取り 去り 得 べ < く , 
専 加熱 の 方 法 に は 酸素 , 7k SEEK UBS 
不純 惣 に よる 影 状 も 考 へ らち ら る 。 比 軸 的 失 
BLASBRY FAY, He BML 
DEO WA & te oS MY ROP RE & 
除去 する 事 に 依り て , 失 透 し 難 き も の こと 
wLP~ Lo (BRE Bi, 48, 271~ 
274, it 15 4B) (KARI 


6386, 礼 炭 る 粉砕 性 に た に 及ぼす 水 分 の 影響 
森川 fee, AR TE. Ba yh 

TS TN ES BR Ze ALE Hi BB FE HB OD EP TE 
we & hie LOE HE & BET SK, UH 
MMoORSLOILGeLOKUL KRY 
BAO EAL PHI LL PEL BLS 
RIKDGF EL DIEEMELAL, 水分 多き 
Dd PMEM HE te S EDT, その 水分 は 
TE DO AKIETS 7k ETI S MRE 
粉 訂 する 時 に は , 浴 加水 は 附 基 水分 と し 
て 障害 を 奥 ふ れ ど る も , 日 放置 する に こと 
の 障害 は 著しく 減 ず 。 叉 他 衝 褐 央 及び 湊 


| TF EOP EPEIK SY HS kop D GAB ik EAT 


KCBS TAPER RL. BIRD bi 
Yo (WR 19, 125~136, 13 15 4B) (KAI 
6387, 満 鐵 に 於 ける 石 岩 液化 の 研究 iy 
部 良 之 助 

筆者 が 滴 鐵 に 於 て 過去 12 年 間 に 研 究 
し , 全 表し た 結果 を REMY CT HURT SE 
の に し て , OPEC BIS SAKE CIA 
PELE LEO RAPER & L CB—- ROG 
DUNE MENS RTE ED te SCL ROS HG 
WAL ROME I & SRLS SBA OES S 
CL RMA REL LU CO & IB Ik Co, 
Cu, Zn, Mo, Sn 43 ORFIC HA (Lk Faas RA 
な る と と を 知り た り 。 Bic GHEE 
CRS 6 GRE LT, RMR 7k SE Mh Ic SEE 
TO BRO BAIL, HIE BE ic WSO Sik 
Be PF OSE RUBE KK SL 3 SEES VE 
Me $e IC AD 3 FE BRL LT, 
BEET ECS SEE IC LADS STEER 
OK ERIE SUE TE © BERT EME rc Ta IC 
RIL CSE VY, (Hk, 48, 428~431, 
i 15) (AE 


Sm + 4B OUR 9 OR OK $5 = HE 

> res pea alee | 
2k tt mM 斑 

SEP PLR Be 純一 兵 井 誠太郎 
人 鈴木 OER OAT 

RBS TB HA BHEE 高根 BH 

HSEG AK KB 
本 8 Fa (3 &) 

伊木 ER BR BM ER BK DIN RG 。 大 井上 義 近 


AN 一 誠 Cl fae 


加藤 RA ARP MR AN ARB 


GINER PRET 7A HE WE BB mEeea 
HEB PA SB Bm ee mm 夢 
藤村 =- RE 2S RY ER AMIS 。 松本 唯一 
PALL 基 範 松原 B Ff Lig c Wea #= 山田 GHE 
山根 5H 
ARPS MMENES (E i) 
大 森 en ae ee eS, 瀬戸 國 有 
高橋 純一 th EE Bie BU be Be ABHEKES 
a2 BW AK RB AK 健三 TSR ES Bx 
RR se GICLEE ae 
| 42 f [= っ 3 aa] 
ABA e4e Ju 月 一 A eeoT AA ABR TER Be 


fm a See TTS 
(BE TH AR Lair Bd KER ER 
AKA AR YRMAKES 
ARR 本 名 fe ak 
Fo oa) 者 
(BETH BQ So MY bE AE Hh 
fe 無 幸 助 
Fl of) 所 
AE TH BS Se AN A 


He SA ED iil = pr 
電 話 2636-113 F 


BARRE 
aegA & tt Re A 
(KEEP 8825 F) 


A @ @ B 
征 ヶ 年 分 BARR 
mi oil 所 
fit 2é wh Ba or my 


FUSS PRINS EE AN BES 
(eR 1 5B) 
RR aes HT AA 
京 fet 

(REI 27 0 F) 

70 $8 


Bl 
a WMA 20 wl 
汗 年 以上 連載 は 4 8 
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